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HONJO CITY PUBLIC RELATIONS

●今月の主な内容

まちのデータ（2011.7.1 現在）
人　口　　81,248（−　9）
　男　　　40,311（−　10）
　女　　　40,937（＋　1）
世帯数　　32,743（＋　26）
　（　）内は前月との比較

表紙写真：７月１８日、本庄総合公園修景池一面
で見ごろを迎えた大使蓮。早朝に開花し、夕方
には閉じてしまいますので、涼しい朝の散歩に
足をのばしてみませんか。
（市民カメラマン仁科和十さん撮影）

今年は特にきれいです

● 行政改革大綱の実施状況を報告します‥‥‥‥‥‥２
● 親の学習手引書・親子手帳をご活用ください‥‥‥４
● 里親制度をご存じですか‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６
● 携帯電話でのトラブルにご注意ください‥‥‥‥‥７
● 本庄早稲田駅暫定無料駐車場を
　 　　　　　　　　　すべて閉鎖します‥‥‥‥‥‥24

ぼくのポロシャ
ツをみんな着て
く れ て あ り が
とう！気に入っ
た 色 が あ っ た
かな？　　　　
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市
民
と
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
を
生
か
し
た
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

塙
保
己
一
先
生
の

　

遺
徳
顕
彰
事
業
の
質
的
拡
充

　

郷
土
の
偉
人
塙
保
己
一
の
顕
彰

事
業
推
進
に
賛
同
す
る
人
を
会
員

に
、
「
総
検
校
塙
保
己
一
先
生
遺

徳
顕
彰
会
」
を
平
成
19
年
に
設
立

し
ま
し
た
。

　

顕
彰
祭
の
開
催
や
埼
玉
県
塙
保

己
一
賞
表
彰
式
へ
の
支
援
、
塙
保

己
一
マ
ン
ガ
販
売
協
力
等
に
加
え

て
、
平
成
22
年
度
は
遺
徳
顕
彰
会

会
員
証
の
交
付
を
行
い
、
会
員
の

拡
大
に
努
め
ま
し
た
。

広
報
手
段
と
内
容
の
充
実

　

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
す
る
写
真
を
投
稿
す
る
「
市
民

カ
メ
ラ
マ
ン
」
を
募
集
し
、
４
人

の
市
民
カ
メ
ラ
マ
ン
が
誕
生
し
ま

し
た
。
投
稿
し
て
い
た
だ
い
た
写

真
は
、
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
の
紙
面

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
活
用
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
月
平

均
ア
ク
セ
ス
数
は
、
前
年
度
よ
り

約
１
万
件
増
加
し
ま
し
た
。

電
子
入
札
の
導
入

　

工
事
等
の
入
札
に
つ
い
て
は
、

平
成
21
年
度
末
に
電
子
入
札
に
移

行
し
た
た
め
、
平
成
22
年
度
は
、

特
別
な
も
の
を
除
き
原
則
全
て
の

工
事
等
の
案
件
に
つ
い
て
電
子
入

札
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

電
子
入
札
の
実
施
に
よ
り
、
よ

り
公
正
で
透
明
性
の
高
い
入
札
・

契
約
業
務
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も

に
、
契
約
事
務
の
効
率
化
が
図
れ

ま
す
。

　　

行
政
と
民
間
の
役
割
分
担
の
あ

り
方
、
受
益
と
負
担
の
適
正
・
公

平
の
確
保
、
費
用
対
効
果
な
ど
、

様
々
な
視
点
か
ら
見
直
し
を
行
い

ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
（
※
１
）の検

証

　

本
庄
市
観
光
農
業
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
、
指
定
管
理
者
の
募
集･

選
定
を
行
い
、
本
年
４
月
か
ら
同

施
設
が
指
定
管
理
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
度
か
ら
指
定

管
理
と
な
っ
て
い
る
公
園
の
維
持

管
理
が
、
２
回
目
の
指
定
管
理
と

な
り
ま
し
た
。

【
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
よ
る

歳
出
削
減
効
果
額
】

・
平
成
19
年
度

　
　
　
　
　

▲
５
、
２
３
５
万
円

・
平
成
20
年
度

　
　
　
　
　

▲
５
、
３
１
２
万
円

・
平
成
21
年
度

　
　
　
　
　

▲
５
、
４
２
３
万
円

・
平
成
22
年
度

　
　
　
　
　

▲
５
、
１
８
９
万
円

公
共
施
設
な
ど
の
有
効
利
用

　

児
玉
郡
市
及
び
深
谷
市
で
実
施

し
て
い
る
公
共
施
設
の
相
互
利
用

に
つ
い
て
、
利
用
施
設
周
知
の
た

め
、
利
用
案
内
の
チ
ラ
シ
を
作
成

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
プ
ー
ル
の
解
体
工

事
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
プ
ー

ル
跡
地
の
活
用
を
含
め
た
若
泉
運

動
公
園
全
体
計
画
の
整
備
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

★
企
画
課
☎
�
１
１
５
７

市
民
と
の
協
働
に
よ
る

　
　
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

効
率
的
・
効
果
的
な

　
　
　
行
政
経
営
の
推
進

行
政
改
革
大
綱
の

　
実
施
状
況
を
報
告
し
ま
す

　

市
で
は
、
平
成
19
年
に
策
定
し
た
「
本
庄
市
行
政
改
革
大

綱
及
び
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
、
平
成
23
年
度
ま
で
の
５
年

間
を
計
画
期
間
と
し
て
、
各
種
の
改
革
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
の
実
現
に
向
け
た
平
成
22
年
度

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

指定管理者が主催し、本庄ふるさとフラワーパークで開かれた「公園まつり」
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

図
書
の
予
約

　

平
成
18
年
10
月
に
開
始
し
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
図
書
の
利

用
予
約
は
、
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
予
約
貸
出
に
よ
り
、
利
用
者

の
利
便
性
向
上
や
図
書
館
職
員
の

事
務
軽
減
な
ど
の
効
果
が
得
ら
れ

て
い
ま
す
。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
の
件
数
】

・
平
成
19
年
度　
　
　

８
８
１
件

・
平
成
20
年
度　

１
、
３
０
７
件

・
平
成
21
年
度　

１
、
５
８
９
件

・
平
成
22
年
度　

１
、
８
１
９
件

　　　

財
政
の
健
全
性
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
、
市
政
の
持
続

的
発
展
を
支
え
る
財
政
基
盤
を
確

立
し
て
い
き
ま
す
。

基
金
（
※
２
）
の
計
画
的
積
立

　

財
政
調
整
基
金
（
※
３
）
に
つ

い
て
、
今
後
の
財
政
運
営
等
を
考

慮
し
、
前
年
度
繰
越
金
、
地
方
交

付
税
や
臨
時
財
政
対
策
債（
※
４
）

等
の
増
加
に
よ
り
生
み
出
し
た
約

10
億
３
、
８
４
１
万
円
及
び
運
用

益
約
１
２
０
万
円
を
積
み
立
て
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
22
年
度
末
の

財
政
調
整
基
金
残
高
は
、
約
24
億

８
８
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

本
庄
早
稲
田
駅
周
辺

土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
進

　

事
業
計
画
に
基
づ
き
、
宅
地
造

成
、
道
路
築
造
、
橋

き
ょ
う
り
ょ
う梁
築
造
、
駅

広
場
造
成
工
事
等
を
実
施
し
、
北

口
駅
前
広
場
等
が
完
成
し
た
こ
と

に
よ
り
、
駅
利
用
者
等
の
利
便
性

が
向
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
仮
換
地
の
指
定
及
び
供

用
開
始
が
順
調
に
行
わ
れ
、
一
部

で
は
地
権
者
に
よ
る
土
地
活
用
も

始
ま
り
、
自
立
的
な
財
政
運
営
の

確
立
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
が
始

ま
り
ま
し
た
。

収
納
体
制
の
強
化
（
市
税
）

　

市
税
等
の
納
期
が
過
ぎ
て
い
る

こ
と
を
お
知
ら
せ
し
、
早
期
納
付

を
お
願
い
す
る
た
め
の
「
納
税
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
」
を
平
成
22
年
７
月

に
開
設
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
窓
口

で
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
準
備
を

整
え
、
今
年
度
の
当
初
課
税
分
か

ら
コ
ン
ビ
ニ
窓
口
で
の
納
付
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

未
利
用
財
産
の
処
分
・
貸
付

　

市
が
所
有
し
て
い
る
未
利
用
資

産
に
つ
い
て
、
売
払
い
及
び
貸
付

け
を
行
い
ま
し
た
。
土
地
売
払
収

入
は
、
14
件
で
３
億
２
２
３
万
円
、

土
地
・
建
物
貸
付
収
入
は
32
件
で

１
、
３
７
２
万
円
で
し
た
。

【
売
払
・
貸
付
件
数
及
び
収
入
】

・
平
成
19
年
度

　
　
　

53
件　

４
、
６
６
９
万
円

・
平
成
20
年
度

　
　
　

42
件　

２
、
８
９
３
万
円

・
平
成
21
年
度

　
　
　

37
件　

５
、
６
１
７
万
円

・
平
成
22
年
度

　
　
　

46
件
３
１
、
５
９
６
万
円

　　

時
代
の
要
請
に
柔
軟
に
対
応
し

た
活
力
あ
る
組
織
を
構
築
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
行
政
課
題
に
迅
速

か
つ
的
確
に
対
応
で
き
る
職
員
の

育
成
を
目
指
し
ま
す
。

庁
内
分
権
の
推
進

　

庁
内
分
権
の
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
に
関
す
る
意
思
決
定

や
、
滞
納
整
理
に
お
け
る
滞
納
処

分
の
執
行
停
止
に
関
す
る
意
思
決

定
を
よ
り
迅
速
に
行
え
る
よ
う
、

意
思
決
定
権
限
を
委
譲
し
ま
し
た
。

職
員
の
定
員
管
理
の
適
正
化

　

平
成
19
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で

の
５
年
間
の
職
員
数
削
減
目
標
を

掲
げ
た
「
定
員
適
正
化
計
画
」
を

も
と
に
、
適
正
な
定
員
管
理
を
進

め
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
当
初
に
は
、
計
画

最
終
年
度
の
目
標
値
を
達
成
し
ま

し
た
が
、
今
後
も
引
き
続
き
適
正

な
職
員
の
定
員
管
理
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
職
員
数
（
年
度
当
初
）】

・
平
成
20
年
度　
　
　

５
６
１
人

・
平
成
21
年
度　
　
　

５
３
９
人

・
平
成
22
年
度　
　
　

５
２
４
人

・
平
成
23
年
度　
　
　

５
２
１
人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

詳
細
は
、
企
画
課
・
総
務
課
及

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

時
代
に
即
し
た

　
組
織
改
革
と
人
材
育
成

自
主
性
・
自
立
性
の
高
い

　
　
　
財
政
運
営
の
確
立

― 

用
語
解
説 

―

※
１　

指
定
管
理
者
制
度

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
・

　

民
間
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の

　

活
用
・
経
費
削
減
な
ど
を

　

目
的
と
し
て
、
公
の
施
設

　

の
管
理
運
営
を
民
間
等
に

　

広
げ
た
制
度

※
２　

基
金

　

地
方
公
共
団
体
が
特
定
の

　

目
的
や
資
金
運
用
の
た
め

　

に
設
け
る
財
産

※
３　

財
政
調
整
基
金

　

年
度
間
の
財
源
の
調
整
を

　

図
り
、
財
政
の
効
率
的
な

　

執
行
と
健
全
な
運
営
に
資

　

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

　

設
置
さ
れ
た
基
金

※
４　

臨
時
財
政
対
策
債

　

地
方
財
源
不
足
を
補
て
ん

　

す
る
た
め
、
特
例
的
に
認

　

め
ら
れ
た
地
方
債
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「
親
の
学
習
」
と
い
う
言
葉
を

　
　
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
「
親
の
学
習
」
と
は
、
親
と
し

て
の
力
を
付
け
る
た
め
の
学
習
で
、

次
世
代
育
成
を
推
進
す
る
た
め
に

重
要
な
も
の
で
す
。 

　

今
の
日
本
で
は
、
地
域
社
会
や

家
庭
の
結
び
つ
き
が
弱
く
な
る
と

と
も
に
、
長
い
年
月
で
培
わ
れ
た

子
育
て
の
技
術
や
伝
統
が
失
わ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
親

と
し
て
の
力
を
十
分
身
に
つ
け
ら

れ
な
い
ま
ま
子
ど
も
を
持
ち
、
子

育
て
に
悩
ん
だ
り
、
困
難
を
感
じ

て
い
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。 

　
「
親
の
学
習
」は
、
こ
の
よ
う
な

悩
み
を
持
っ
て
い
る
人
を
サ
ポ
ー

ト
し
、「
親
」
が
「
親
」
と
し
て

成
長
す
る
た
め
の
学
習
や
、
将
来

親
に
な
る
中
学
生
・
高
校
生
に「
親

に
な
る
た
め
の
学
習
」
を
体
系
的

に
実
施
す
る
も
の
で
、
埼
玉
県
や

県
内
市
町
村
で
そ
れ
ぞ
れ
推
進
さ

れ
て
い
ま
す
。

『
親
の
学
習
手
引
書
』
が

　
　
　
　
　
完
成
し
ま
し
た

　

市
で
は
、「
子
育
て
参
加
率
日

本
一
の
ま
ち
」
を
目
標
に
、
健
全

な
次
世
代
育
成
に
市
を
あ
げ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と

し
て
、『
親
の
学
習
手
引
書
』
を

作
成
し
ま
し
た
。 

　

こ
の
『
親
の
学
習
手
引
書
』
は
、

次
の
よ
う
な
特
色
が
あ
り
ま
す
。 

①
市
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
手
作

　

り
の
手
引
書
で
す 

　

通
常
、「
手
引
書
」
の
作
成
で

は
、
そ
の
分
野
の
専
門
家
が
執
筆

す
る
も
の
で
す
が
、『
親
の
学
習

手
引
書
』
で
は
、「
埼
玉
県
親
の

学
習
指
導
員
」
の
資
格
を
取
得
し

た
市
民
の
み
な
さ
ん
を
中
心
に
、

子
育
て
支
援
、
学
校
、
幼
稚
園
、

保
育
園
な
ど
関
係
各
方
面
の
有
志

の
み
な
さ
ん
で
編
集
委
員
会
を
結

成
し
、
委
員
自
ら
が
原
稿
を
書
き
、

編
集
会
議
を
20
回
以
上
行
い
な
が

ら
作
成
し
ま
し
た
。 

②
身
近
で
分
か
り
や
す
い
内
容
を

　

目
指
し
ま
し
た 

　

み
ん
な
が
読
ん
で
分
か
り
や
す

い
よ
う
に
、
編
集
委
員
自
ら
の
経

験
や
勉
強
し
た
こ
と
、
日
ご
ろ
考

え
て
い
る
こ
と
を
中
心
に
編
集
さ

れ
て
い
ま
す
。 

目
標
は

「
子
育
て
参
加
率
日
本
一
の
ま
ち
」

　

今
後
は
、
手
引
書
を
活
用
し
た

「
親
の
学
習
」
事
業
を
本
格
的
に

開
始
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支

援
事
業
と
連
携
し
な
が
ら
、
次
世

代
育
成
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

み
ん
な
の
力
を
合
わ
せ
て
「
子
育

て
参
加
率
日
本
一
の
ま
ち
」
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

『
親
子
手
帳
』
に

成
長
の
記
録
を
残
し
ま
せ
ん
か

　
『
親
の
学
習
手
引
書
』
の
別
冊

で
あ
る
『
親
子
手
帳
』
は
、
親
と

子
の
絆
を
強
め
ら
れ
る
よ
う
に
、

子
育
て
に
役
立
つ
よ
う
に
、
と
い

う
願
い
を
込
め
て
作
り
ま
し
た
。

　

お
子
さ
ん
の
成
長
の
記
録
や
出

来
事
、
親
の
気
持
ち
や
思
い
を
誕

生
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
１
年
ご

と
に
書
き
込
む
こ
と
や
写
真
を
貼

り
付
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

『
親
の
学
習
手
引
書
』・

『
親
子
手
帳
』は
無
料
配
布
で
す

　
『
親
の
学
習
手
引
書
』
は
、
中

学
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を
持
つ

保
護
者
に
対
し
て
１
世
帯
に
つ
き

１
部
、
『
親
子
手
帳
』
は
、
子
ど

も
１
人
に
つ
き
１
部
を
、
学
校
・

幼
稚
園
・
保
育
園
等
を
通
じ
て
配

布
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
役
所
や
保
健
セ

ン
タ
ー
、
公
民
館
な
ど
に
も
用
意

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自
由
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
本
庄
市
親
の
学
習
手
引
書

編
集
委
員
会
の
諏
訪
秀
一
委

員
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た

　

い
ち
ば
ん
訴
え
た
か
っ
た
の
は
、

「
今
、
お
宅
の
お
子
さ
ん
が
当
面

し
て
い
る
発
達
課
題
は
何
か
」
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

子
ど
も
が
成
長
し
て
い
く
う
え

で
、
今
、
我
が
家
で
は
何
に
留
意

し
、
ど
ん
な
支
援
が
必
要
な
の
か
。

親
は
、
我
が
子
の
ど
こ
に
注
目
し

心
か
ら
褒
め
る
こ
と
が
必
要
な
の

か
。
必
要
に
応
じ
て
必
要
な
部
分

を
お
読
み
い
た
だ
き
、
確
認
し
た

り
、
話
題
に
し
た
り
、
深
め
る
足

掛
か
り
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
『
親
の
学
習
手
引
書
』
は
、
初

め
「
親
と
し
て
」「
家
族
・
家
庭
」

に
つ
い
て
書
き
、
次
に
子
ど
も
の

発
達
段
階
を
「
乳
幼
児
期
」「
小

学
生
期
」「
中
学
・
高
校
生
期
」

に
分
け
て
説
明
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

時
期
で
の
「
子
育
て
・
し
つ
け
」

「
子
ど
も
の
健
康
・
安
全
」「
子
ど

も
の
学
習
」
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
方
法
を
述
べ
、
人
間
力
を
育
て

る
「
地
域
・
社
会
と
の
か
か
わ
り

合
い
」
で
結
ん
で
い
ま
す
。

　
「
私
の
こ
と
を
、
も
っ
と
わ
か
っ

て
ほ
し
い
。」
と
い
う
願
い
は
、

ど
の
子
も
持
っ
て
い
ま
す
。

諏訪 秀一 氏
神川中学校長、本庄東中学
校長を歴任。現在は、「心
豊かな子どもの育つふるさ
とづくりの会」運営委員長。

出生届提出時等にお渡ししています

みんなの力で次世代育成を推進！

　 親の学習手引書
　 親子手帳
　　　　　をご活用ください

★生涯学習課☎�３２４８



地
区

公売
番号

面積
（㎡）

単価
（円/㎡）

公売価格
（円）

面
積
・
公
売
価
格児 

玉 

南

① 521.68 21,800 11,372,624
② 508.63 13,100 6,663,053
③ 336.83 20,600 6,938,698
④ 173.45 17,800 3,087,410
⑤ 110.95 18,800 2,085,860
⑥ 342.64 19,300 6,612,952
⑦ 191.77 20,800 3,988,816

5 平成23年８月１日号

　

平
成
23
年
市
議
会
第
２
回
定
例

会
が
、
６
月
６
日
か
ら
27
日
ま
で

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
提
出
議
案
と
し
て
、『
本
庄

市
民
プ
ラ
ザ
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
』、
総

額
を
歳
出
歳
入
そ
れ
ぞ
れ
２
５
２

億
５
、
３
４
２
万
５
千
円
と
す
る

『
平
成
23
年
度
本
庄
市
一
般
会
計

補
正
予
算
』
な
ど
14
議
案
が
上
程
、

議
員
提
出
議
案
と
し
て
『
原
子
力

発
電
所
の
安
全
対
策
の
抜
本
強
化

を
求
め
る
意
見
書
』
な
ど
３
議
案

が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案
は
、

原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
・
承

認
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

　

議
会
１
日
目
の
６
月
６
日
に
議

長
・
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
議

長
に
木
村
広
二
氏
、
副
議
長
に
柿

沼
光
男
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

田
雜
隆
昌
副
市
長
が
６
月
30
日

付
で
退
職（
国
土
交
通
省
へ
帰
任
）

す
る
こ
と
に
伴
い
、
７
月
１
日
付

で
酒
井
了
副
市
長
�
（
国
土
交
通

省
東
北
地
方
整
備
局
建
政
部
都
市・

住
宅
整
備
課
長
）
を
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

政
府
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影

響
に
よ
り
延
期
さ
れ
て
い
た
平
成

23
年
春
の
叙
勲
等
の
受
章
者
を
発

表
し
、
４
月
29
日
付
け
で
発
令
さ

れ
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
３
人
の
各
氏
が
受

章
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

【
叙
勲
】

▽
瑞
宝
単
光
章
（
専
門
工
事
業
務

　

功
労
）

【
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
】

▽
瑞
宝
双
光
章
（
警
察
功
労
）

【
褒
章
】

▽
藍
綬
褒
章
（
更
生
保
護
功
績
）

　

市
で
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業

施
行
地
内
の
宅
地
（
保
留
地
）
を

次
の
と
お
り
公
売
し
ま
す
。

受
付　

９
月
６
日
㈫
～
10
日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

　

分
受
付
場
所　

都
市
計
画
課
（
市
役

　

所
２
階
）

※
10
日
㈯
は
、
市
役
所
１
階
市
民

ホ
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。

公
売
方
法　

公
開
抽
選
方
式

※
９
月
５
日
㈪
ま
で
の
間
で
も
、

随
時
先
着
順
（
法
人
可
・
購
入
区

画
制
限
な
し
）
に
よ
る
公
売
も
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
右

表
の
公
売
価
格
と
異
な
り
ま
す
。

申
込
資
格
・
要
件

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
個
人

・
申
し
込
み
は
、
１
世
帯
に
つ
き

　

１
画
地
ま
で

抽
選
日
時　

９
月
28
日
㈬

　

受
付　

午
後
１
時
30
分
〜

　

抽
選　

午
後
２
時
〜

抽
選
会
場　

市
役
所
５
階
５
０
４

　

会
議
室

※
詳
し
い
案
内
書
を
配
布
し
て
い

ま
す
。
都
市
計
画
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
都
市
計
画
課
☎
�
１
１
４
４

　

農
業
協
同
組
合
推
薦
委
員
の
吉

野
勉
氏
が
６
月
14
日
付
で
退
任
さ

れ
、
６
月
27
日
付
で
新
た
に
倉
林

道
雄
氏
が
農
業
委
員
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

公売地位置図

※詳細な位置図は、都市計画課
でご覧ください。

①

②

③

④ ⑤
⑥

⑦

農
業
委
員
に
倉
林
道
雄
氏

議
長
に
　
　
　
木
村
広
二
氏

副
議
長
に
　
　
柿
沼
光
男
氏

酒
井
了
副
市
長
選
任
に
同
意

平
成
23
年
市
議
会
第
２
回
定
例
会

叙
勲
、危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
、

　
　
　
　
　
　
褒
章
に
各
氏

保留地宅地を
公売します

議長
木村 広二 氏

副議長
柿沼 光男 氏

農業委員
倉林 道雄 氏

関根 ツル 氏
（児玉町吉田林）

酒井 了 副市長

長谷部 邦彦 氏
（見福１丁目）

鈴木 進 氏
（小島２丁目）



6

　

里
親
に
な
る
た
め
に
、
特
別
な
資
格
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

里
親
に
必
要
な
も
の
は
、
熱
意
と
豊
か

な
愛
情
、
子
育
て
に
対
す
る
深
い
理
解
、

心
身
の
健
康
、
そ
し
て
子
育
て
に
ふ
さ
わ

し
い
環
境
で
す
。
所
定
の
研
修
を
受
講
後
、

一
定
の
手
続
き
を
経
た
う
え
で
、
県
知
事

が
里
親
と
し
て
認
定
・
登
録
を
し
ま
す
。

※
里
親
制
度
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
こ
ど

も
安
全
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/site/satooya/

）

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

里
親
制
度
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
た

ビ
デ
オ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

制
度
の
解
説
の
ほ
か
、
里
親
に
よ
る
養

育
体
験
談
や
元
里
子
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
児
童

相
談
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

熊
谷
児
童
相
談
所
と
埼
玉
県
里
親
会
熊

谷
支
部
で
は
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に
里
親

制
度
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、「
里

親
入
門
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

養
育
経
験
が
あ
る
里
親
か
ら
話
を
聞
い

て
み
る
な
ど
、
い
っ
し
ょ
に
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

日
時　

９
月
11
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
～

会
場　

熊
谷
児
童
相
談
所

内
容

・
里
親
制
度
の
概
要
に
つ
い
て

・
里
親
体
験
談
の
発
表

・
み
ん
な
で
意
見
交
換

申
込　

電
話
又
は
直
接
熊
谷
児
童
相
談
所

　

里
親
・
市
町
村
支
援
担
当
へ

★
熊
谷
児
童
相
談
所
里
親
・
市
町
村
支
援

　

担
当
☎
０
４
８
―
５
２
１
―
４
１
５
２
、

　

市
子
育
て
支
援
課
☎
�
１
１
３
０

　

現
況
届
は
、
８
月
以
降
の
手
当
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
大

切
な
も
の
で
す
。
提
出
し
な
い
と
資
格
が

あ
っ
て
も
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
以
前
に
所
得
限
度
額
等
に
よ
り

受
給
で
き
な
か
っ
た
人
も
、
所
得
状
況
等

に
よ
り
、
新
た
に
該
当
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

集
中
受
付
期
間　

８
月
８
日
㈪
～
12
日
㈮

受
付
場
所　

子
育
て
支
援
課
（
市
役
所
１

　

階
）、
市
民
福
祉
課
（
総
合
支
所
１
階
）

用
意　

印
鑑
、
証
書
等

※
現
況
届
用
紙
は
、
受
付
場
所
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

【
児
童
扶
養
手
当
と
は
】

　

父
母
の
離
婚
、
父
又
は
母
の
死
亡
な
ど

に
よ
っ
て
父
又
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
な
い
子
ど
も
や
、
父
又
は
母
に
一
定

の
障
害
の
あ
る
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
人

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

※
平
成
22
年
８
月
１
日
の
法
改
正
に
よ
り
、

父
子
家
庭
も
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
】

　

精
神
又
は
身
体
に
一
定
の
障
害
の
あ
る

子
ど
も
を
育
て
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
子
育
て
支
援
課
☎
�
１
１
３
０
、
市
民

　

福
祉
課
☎
�
１
３
３
１（
内
線
３
１
６
）

　児童扶養手当・特別児童扶養手当の額については、
物価の変動に応じて自動的に額を改定する「自動物
価スライド制」がとられています。
　平成22年の消費者物価指数は、前年比0.7％の下落
となったため、手当額もマイナスの改定となること
から、平成23年４月から月額が次のとおり改定され
ました。
《児童扶養手当》
子が１人の場合

改定後 改定前
全部支給 41,550円 41,720円

一部支給 41,540円〜
9,810円

41,710円〜
9,850円

子が２人の場合　１人の場合の金額に5,000円加算
子が３人以上の場合　２人の場合の額に､１人につき
　3,000円加算
《特別児童扶養手当》

改定後 改定前
１級 50,550円 50,750円
２級 33,670円 33,800円

★子育て支援課☎�１１３０

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

「
現
況
届
」
の
提
出
は
忘
れ
ず
に
！

里
親
に
な
る
た
め
に
は

「
里
親
入
門
講
座
」
を
開
催
し
ま
す

里
親
制
度
普
及
啓
発
用
ビ
デ
オ
を

　
　
　
　
　
　

貸
し
出
し
て
い
ま
す

　里親とは、保護者の病気や家庭の事情など何らかの理由で親が子どもを育て
られない場合に、一時的又は継続的に子どもを預かり、育てる人のことです。
　近年、親が育てられず保護を必要とする子どもたちが増えています。子ども
たちが健やかに育つためには、家庭の温かい愛情のもとで過ごすことがとても
大切です。今も多くの子どもたちが家庭の温もりを求めています。里親として
子どもたちのための親代わりになってみませんか。　　　　　　　　　　　　

里親制度をご存じですか
〜熱意と豊かな愛情をもとめています〜

児童扶養手当・特別児童扶養手当の
手当額が改定されました
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携
帯
電
話
で
「
無
料
の
占
い
サ

イ
ト
」
を
見
つ
け
、
ア
ク
セ
ス
し

た
と
こ
ろ
、「
今
な
ら
無
料
で
登

録
で
き
ま
す
。
こ
ち
ら
に
メ
ー
ル

を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
画

面
が
表
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

空
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
と
、
す

ぐ
に
返
信
メ
ー
ル
が
届
き
、
登
録

画
面
の
ア
ド
レ
ス
が
表
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
「
無
料
だ
か
ら
」
と
安
心
し
て
、

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
等
の
情
報
を
入
力
し
、
会
員
登

録
を
し
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
無
料
の
は
ず
の
サ
イ

ト
か
ら
「
ご
利
用
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
○
日
ま
で
に
１
万
円

を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
」
と
い
う

メ
ー
ル
が
届
き
、
怖
く
な
り
ま
し

た
。

　
「
無
料
」
と
書
か
れ
て
い
て
も
、

登
録
又
は
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し

た
時
点
で
高
額
な
請
求
が
届
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

興
味
本
位
で
不
用
意
に
ア
ク
セ

ス
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
や
携
帯
電
話

の
識
別
番
号
を
請
求
画
面
に
表
示

さ
せ
て
、
業
者
は
あ
た
か
も
個
人

を
特
定
し
た
か
の
よ
う
に
見
せ
ま

す
が
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
や
携
帯

電
話
の
識
別
番
号
か
ら
個
人
が
特

定
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

相
手
方
か
ら
、
利
用
料
金
の
請

求
を
受
け
た
か
ら
と
い
っ
て
、
言

わ
れ
る
ま
ま
に
料
金
を
支
払
う
こ

と
や
、
あ
わ
て
て
業
者
へ
連
絡
を

と
る
こ
と
は
、
危
険
で
す
の
で
や

め
ま
し
ょ
う
。

　

携
帯
電
話
に
「
お
金
を
も
ら
っ

て
く
だ
さ
い
」と
い
う
内
容
の
メ
ー

ル
が
届
き
ま
し
た
。
不
審
に
思
い

ま
し
た
が
、「
も
し
か
し
た
ら
、

本
当
に
も
ら
え
る
か
も
…
」
と
い

う
気
持
ち
か
ら
、
メ
ー
ル
に
記
載

さ
れ
た
ア
ド
レ
ス
に
ア
ク
セ
ス
す

る
と
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
誘
導

さ
れ
ま
し
た
。

　

サ
イ
ト
上
で
は
、
お
金
を
受
け

取
る
た
め
に
口
座
番
号
を
教
え
た

り
、
会
う
約
束
を
す
る
た
め
に
何

回
も
メ
ー
ル
を
や
り
と
り
し
、
そ

の
度
に
高
額
な
ポ
イ
ン
ト
代
を
支

払
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
待
ち
合
わ
せ
を
し
て

も
会
う
こ
と
は
で
き
ず
、
約
束
の

お
金
も
も
ら
え
ず
、
結
局
ポ
イ
ン

ト
代
と
し
て
90
万
円
も
払
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
「
相
談
相
手
に
な
っ
て
ほ
し
い
」、

「
メ
ー
ル
友
達
に
な
っ
て
く
れ
た

ら
、
お
礼
に
お
金
を
あ
げ
た
い
」

と
い
っ
た
メ
ー
ル
を
受
け
取
っ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
メ
ー
ル
交
換

が
始
ま
り
、
結
果
と
し
て
高
額
な

ポ
イ
ン
ト
代
を
支
払
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

知
ら
な
い
ア
ド
レ
ス
か
ら
届
く

「
会
い
た
い
」、「
悩
み
を
聞
い
て

ほ
し
い
」、
と
い
う
よ
う
な
メ
ー

ル
を
安
易
に
信
用
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

出
会
い
系
サ
イ
ト
で
メ
ー
ル
の

や
り
と
り
を
始
め
て
し
ま
う
と
、

「
悩
み
を
聞
い
て
ほ
し
い
」と
言
っ

た
相
手
を
気
遣
う
あ
ま
り
、
メ
ー

ル
交
換
が
や
め
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。

　

被
害
額
を
増
や
さ
な
い
た
め
に

も
「
話
が
違
う
」
、「
お
か
し
い

な
」
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
サ
イ

ト
の
利
用
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

トラブルには
注意してね。

○毎週月・木曜日開設（祝日を除く）
　場所　市役所４階商工課
　時間　午前９時30分～正午、午後１時～３時30分
　★商工課☎�１１７５
○毎週火・金曜日開設（祝日を除く）
　場所　上里町役場２階産業振興課
　時間　午前９時30分～正午、午後１時～３時30分
　★上里町産業振興課☎�１２３２
○毎週月～金曜日開設（祝日を除く）
　場所　埼玉県消費生活支援センター熊谷
　時間　午前９時30分～午後４時
　★埼玉県消費生活支援センター熊谷☎０４８－５２４－０９９９

消費者ホットラインをご利用ください

☎０
ゼロゴーナナゼロ

５７０−０
守 ろ う よ

６４−３
み ん な を

７０
※ＰＨＳ、ＩＰ電話、プリペイド式携帯電話からは利用できません。

消費生活相談窓口のご案内

　

最
近
の
携
帯
電
話
は
、
通
話
や
メ
ー
ル
の
ほ
か
に
カ
メ
ラ
や
ゲ
ー
ム

な
ど
多
様
な
機
能
が
搭
載
さ
れ
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
携
帯

電
話
の
使
い
方
に
よ
っ
て
は
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

★
商
工
課
☎
�
１
１
７
５

身
近
に
潜
む
携
帯
電
話
で
の

　
　
　
　
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
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　埼玉県交通安全対策協議会では、埼玉県内在
住の交通遺児等を対象に、援護一時金を給付し
ています。
対象者　平成22年４月１日以降、交通遺児等と
　なった18歳以下の人
※交通遺児等とは、保護者の一方又は双方が交
通事故により死亡又は重い障害を持つ18歳以下
の人をいいます。
給付額　対象者１人につき10万円（１事故につ
　き１回のみ）
給付時期　10月又は平成24年４月
申請方法　申請書類に必要事項を記入のうえ、
　下記の提出先へ郵送又は直接持参
※申請書類は、自治防災課（市役所３階)、総
務課（総合支所２階)、幼稚園、保育園（所)、
各学校で配布します。
提出先　
　〒３３０−００６３
　さいたま市浦和区高砂２―６―18
　みずほ信託銀行浦和支店（☎０４８―８２２―
　０１９１）
提出期限
・10月支給分…８月31日㈬
・平成24年４月支給分…平成24年２月29日㈬
★埼玉県防犯・交通安全課☎０４８―８３０―２
　９５８

　８月31日㈬まで、チャイルドシート・シート
ベルト着用促進運動を実施しています。
　チャイルドシート・シートベルトは、万が一
の事故のときに、身体への被害を大幅に軽減し
ます。事故の衝撃、車外放出の危険性はどの席
でも同じです。
　安全のためにも『後部座席も、しっかりベル
ト！』を心がけましょう。
★自治防災課☎�１１１８、総務課☎�１３３
　１（内線２１３）

　児玉郡市広域消防本部では、いざというとき慌てず対応で
きるよう「命の助け方」に関する講習会を次のとおり開催し
ます。この機会にぜひご参加ください。
①普通救命講習（Ⅰ）
日時　10月８日㈯、12月10日㈯、平成24年２月25日㈯、午前
　９時30分～午後０時30分
②普通救命講習（Ⅱ）
日時　11月18日㈮、平成24年1月20日㈮、３月23日㈮、午前
　９時～午後１時
《①②共通》
場所　児玉郡市広域総合センター
対象　児玉郡市内在住・在勤・在学者（中学生以上）
主な内容　心肺蘇生法（ＡＥＤの使用法を含む）、大出血時
　の止血法、気道異物除去法、対象者によっては、小児・乳
　児に対する心肺蘇生法
※②は、座学・実技の効果測定があります。
定員　各回30人（受講者が７人未満の場合中止）
申込　受講申請書に必要事項を記入し、児玉郡市広域消防本
　部本庄南分署に各回の１週間前までに提出
※受講申請書は児玉郡市広域消防本部本庄南分署で配布のほ
か、ホームページ（http://www.kodamakouiki.jp/）から
もダウンロードできます。
★児玉郡市広域消防本部本庄南分署☎�１０９８

　児童・高齢者に対する虐待、女性に対する暴力・障害者の
人への偏見からの差別などさまざまな人権問題が増加してい
ます。また、インターネットを悪用した人権侵害など新たな
人権問題も発生しています。
　「人権尊重社会をめざす県民運動」は、「すべての県民がお
互いの人権を尊重しながら共に生きる社会」を実現するため、
県、市町村はもちろん県民総ぐるみで取り組む運動です。
　埼玉県では８月を強調月間と定め、次のとおりイベント（入
場無料、事前申込不要・先着順）を開催します。この機会に
ぜひご参加ください。

ヒューマンフェスタ２０１１さいたま

日時　８月25日㈭　午前10時～午後４時30分
会場　大宮ソニックシティ
内容・時間
①人権作文・生島ヒロシ講演会・中島啓江ハートフルコンサー
　ト（午後１時～４時30分）
②堀ちえみトークショー、ピアノと遊ぼう、マジックショー、
　お笑いライブ（午前10時～午後１時30分）
③啓発資料展示、相談コーナーなど（午前10時～午後４時）
★埼玉県人権推進課☎０４８―８３０―２２５５

　交通事故被害者のご家族へ
　　　　　　援護一時金を給付します

　チャイルドシート・シートベルト
　　　　　　　　着用促進運動実施中

普通救命講習会を開催します

８月は「人権尊重社会をめざす
　　　　　　県民運動」強調月間です



〜特定健診及び健診の日程〜
会場 日程

本庄市保健センター
（小島南）

９月８日㈭〜10日㈯、
12日㈪〜16日㈮

セルディ（児玉町金屋）９月27日㈫〜30日㈮

中央公民館（北堀） 10月３日㈪〜７日㈮

受付時間　午後１時〜２時　料金　500円
※予約状況については、本庄市保健センター
へお問い合わせください。

9 平成23年８月１日号

特
定
健
康
診
査
・
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
た
か
？

特
定
健
診
対
象
者　

昭
和
47
年
３

　

月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
本
庄

　

市
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

　
（
今
年
度
中
に
40
歳
以
上
に
な

　

る
人
）

健
診
対
象
者　

後
期
高
齢
者
医
療

　

制
度
の
加
入
者

　

特
定
健
診
・
健
診
を
受
診
す
る

人
は
、予
防
検
診
（
人
間
ド
ッ
ク
）

助
成
金
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

下
水
道
の
役
割

１
．
清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
を

　

作
り
ま
す

２
．
川
や
海
を
き
れ
い
に
保
ち
ま

　

す
下
水
道
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

１
．
キ
ッ
チ
ン
か
ら
油
や
野
菜
く

　

ず
な
ど
を
流
さ
な
い

２
．
ト
イ
レ
か
ら
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

　

パ
ー
や
紙
お
む
つ
を
流
さ
な
い

３
．
お
風
呂
場
な
ど
か
ら
髪
の
毛

　

を
流
さ
な
い

４
．
ご
み
や
引
火
す
る
危
険
の
あ

　

る
も
の
を
流
さ
な
い

　

ま
た
、
次
の
①
又
は
②
に
該
当

す
る
人
は
、
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

①
職
場
で
健
診
を
受
け
る
、
又
は

　

受
け
る
予
定
の
人

※
本
庄
市
国
保
加
入
者
で
、
職
場

で
健
診
を
受
け
る
人
は
、
健
診
結

果
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

②
そ
の
他
の
事
情
で
特
定
健
診
を

　

受
け
な
い
人

　

特
定
健
診
の
受
診
日
の
２
～
３

週
間
前
ま
で
に
健
診
の
申
し
込
み

を
し
た
人
の
う
ち
、対
象
年
齢（
今

年
度
中
に
40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、

55
歳
、
60
歳
、
65
歳
、
70
歳
）
で

過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受

け
た
こ
と
の
な
い
人
に
問
診
票
を

お
送
り
し
ま
す
。
検
診
を
希
望
す

る
人
は
、
問
診
票
の
内
容
を
よ
く

読
ん
で
記
入
し
、
特
定
健
診
会
場

ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）
及
び
健
康
診
査
（
健
診
）
の
対
象
者
に
は
、

５
月
下
旬
に
受
診
券
（
中
身
が
分
か
ら
な
い
よ
う
に
張
り
合
わ
せ
た
は
が
き
）

を
発
送
し
ま
し
た
。
ま
だ
申
し
込
み
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、
早
め
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
予
約
が
な
い
と
特
定
健
診
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

「下水道の日」の集い
～水循環センター見学会を開催～

　水が貴重で大切なものであるとともに、下水道が生
活の中で身近なものであることを実感していただくた
め、水循環センター（東五十子382―１）の施設見学
を実施します。　　　　　
日程　９月８日㈭、９日㈮、10日㈯　　　　　
時間　午前10時～、午後１時30分～　　　　
申込　９月６日㈫までに電話又はファックスで下記へ
★㈶埼玉県下水道公社小山川支所☎�７９９７、蕭�
　６８３１

　第51回「下水道の日」
　　　　作品コンクールの作品を募集
　下水道に対する理解を深め、その普及と活用を促進
するため、下水道の役割をテーマにした作品を募集し
ています。ぜひご応募ください。
部門 応募資格

ポスター 県内の小中学校に在学す
る児童・生徒（作文部門
は小学校４年生以上）

書道
作文
標語 県内在住・在勤・在学者
《各部門共通》
締切　９月16日㈮（必着）
応募先　〒３３８―０８３７
　さいたま市桜区田島７―２―23　
　㈶埼玉県下水道公社経営企画課作品コンクール担当
※詳しくは、下水道課（市役所２階）で配布している
募集要項をご覧ください。
★㈶埼玉県下水道公社経営企画課☎０４８―８３８―
　８５８５

９月10日㈯は「下水道の日」です

★
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
�
２
０
０
３

特
定
健
診
・
健
診
対
象

　
　
　
　
　
　
の
み
な
さ
ん
へ

対
象
者
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

を
同
時
実
施
し
ま
す

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

★下水道課☎�１１４６

公共下水道への
接続はお早めに！
下水道が使える区
域にお住まいの人
は、なるべく早く
下水道へ接続しま
しょう



 

測定場所
線量率 (μSv/ 時間）

地上５㎝ 地上50㎝ 地上１ｍ
中央小学校 0.114 0.106 0.099
いずみ保育所 0.049 0.051 0.049
児玉櫻井幼稚園 0.092 0.084 0.078
金屋小学校 0.048 0.044 0.044

◎空間放射線量測定結果（埼玉県実施）
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　　　　―市内における放射線量の測定結果―
　市では、６月13日から市内13か所（すべての小学校の校庭）で放射
線量の測定を行っています。埼玉県では、県内の幼稚園、保育園、小
学校、中学校及び県立学校の116か所について７月７～14日に測定を
行い、本庄市内については、４か所が実施されました。
　また市では、６月17日から、小中学校プール（中学校は、７月６日
から）の放射線量も測定しています｡（詳しくは、市ホームページ又
は自治防災課でご覧いただけます｡）
(1)空間放射線量の測定
＜市の測定＞　測定日：７月18日
　今回の測定結果は、0.01～0.29μSv/h（マイクロシーベルト／時間）で、文部科学省の「福島県内の学校
等の校舎･校庭等の利用判断における暫定的考え方について」（平成23年４月19日）で示された空間放射線量
率の3.8μSv/hを下回っています。年換算値は、0.05～1.52mSvでした。なお、測定値には自然から受ける
放射線量が含まれています。
　この測定値は、携帯用で災害現場での使用を目的とした簡易測定器で計測したものであり、計測の時間帯
や天候等に影響を受けることがあるため、あくまでも参考の数値となります。
対象　市内の小学校区を１単位として13か所　測定場所　校庭の中央　測定位置　地上５cm、50cm、１m
測定機器　携帯型放射線測定器（ミリオンテクノロジーズ社製　放射線サーベイメータ　RDS-30）
測定頻度　週１回程度（当分の間）　測定者　本庄市職員及び広域消防本部職員
※換算値…屋内（木造）についての活動は、屋外の0.4と換算し、屋外を８時間、屋内を16時間で換算してい
ます。これにより、（測定値×8×365÷1000）＋（測定値×0.4×16×365÷1000）で算出しています。
＜県の測定＞　測定日：７月10日
　県内を６キロメートル四方の90のメッシュで区分し、各メッシュごとに測定箇所を設けました。本庄市内
の測定結果については、表のとおりです。
測定機器　富士電機製 NHC7　シンチレーション
　サーベイメータ（エネルギー補償型γ線測定用）
測定者　環境管理事務所職員
(2)学校プールの放射線量の測定
　すべての小中学校で不検出でした。
検体採取日　７月６日
対象　市立の小中学校16校（本泉小学校は休校の
　ため除外）
測定方法　プールの水を採取
測定頻度　２週に１回程度（８月初旬まで）	

★自治防災課☎�１１８４

― 水 道 水 の 放 射 性 物 質 測 定 結 果 ―
　第一浄水場、第二浄水場、都島浄水場、児玉浄水場のすべてで、放射性物質は不検出でした。
採水日　７月19日　判明日　７月21日	 ★水道課☎�２１５１

― 農 作 物 の 放 射 性 物 質 測 定 結 果 ―
　埼玉県で測定した市内農作物の二条大麦（ビール大麦）の放射性セシウムは33Ｂq/kgで、国の定める暫定
規制値（500Ｂq/kg）を下回っていました。放射性ヨウ素は不検出でした。
採取日　６月13～24日　判明日　７月１日	  ★農政課☎�１１７７

― 被 災 さ れ た 方 の 受 け 入 れ 状 況 ―
　７月21日時点で、本市に避難されている方は、７世帯48人です。
	 ★避難者支援対策本部☎�１１６６

―９月30日まで義援金を受け付けています―
　被災された方への義援金を受け付けています。７月19日時点で、59,277,713円の義援金が寄せられまし
た。ありがとうございます。	 ★社会福祉課☎�１１４２、本庄市社会福祉協議会☎�２７５５

◇◆東日本大震災に関するお知らせ◆◇

▲このように測っています（市測定）



11 平成23年８月１日号
あて先

〒 367-8501　本庄市本庄 3-5-3　本庄市役所秘書広報課広報広聴係

☎�1155・蕭�8499　※締め切りは８月15日㈪必着です。

８月生まれのみんな

★９月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真
を募集中です。（応募いただいた写真は返却できません。）
応募多数の場合は抽選させていただきます。なお、今月は
応募多数のため抽選させていただきました。

　

６
月
18
・
19
日
、
さ
い
た
ま
市

荒
川
総
合
運
動
公
園
で
行
わ
れ
た

第
30
回
埼
玉
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

夏
季
小
学
生
軟
式
野
球
交
流
大
会

で
、
本
庄
エ
ン
ゼ
ル
ス
が
予
選
会

を
含
め
て
参
加
４
４
６
チ
ー
ム
中

で
準
優
勝
と
い
う
好
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

　

本
庄
エ
ン
ゼ
ル
ス
は
、
主
に
本

庄
東
小
の
小
学
生
で
構
成
さ
れ
た

チ
ー
ム
で
、
現
在
18
人
が
入
団
し

て
い
ま
す
。
今
年
で
創
設
か
ら
28

年
目
で
す
が
、
過
去
に
も
関
東
大

会
３
位
や
県
大
会
優
勝
の
経
験
も

あ
る
強
豪
チ
ー
ム
で
す
。

　

代
表
の
橋
本
宏
昌
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

◎
日
頃
の
練
習
に
つ
い
て

　

毎
週
土
・
日
曜
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
み
ん
な
元

気
に
楽
し
く
練
習
し
て
い
ま
す
。

大
き
な
大
会
の
前
は
、
雨
天
で
も

ガ
ー
ド
下
で
素
振
り
や
公
民
館
で

野
球
の
勉
強
会
を
行
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
平
日
は
自
主
練
習

日
と
し
て
い
て
、
週
末
は
、
そ
の

練
習
成
果
を
見
せ
る
場
で
も
あ
り
、

成
長
し
て
い
く
姿
が
頼
も
し
く
見

え
ま
す
。

◎
チ
ー
ム
の
方
針
に
つ
い
て

　

ま
ず
は
、
挨
拶
や
言
葉
遣
い
を

き
ち
ん
と
す
る
こ
と
、
用
具
を
大

切
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
、「
野
球
が
で
き
る
喜
び
」

に
感
謝
す
る
こ
と
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
被
災
し
、
用
具
や

練
習
す
る
場
所
を
失
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
時
で
も
、
私
た
ち
は

今
ま
で
ど
お
り
野
球
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
、

小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
も
何
か
感

じ
た
で
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
、
関
係
者
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
や
保
護
者
の
送

迎
な
ど
の
お
か
げ
で
野
球
が
で
き

る
こ
と
に
感
謝
し
、
練
習
に
手
を

抜
か
ず
、
思
い
や
り
の
あ
る
人
に

育
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

◎
子
ど
も
と
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

　

最
近
、
子
ど
も
た
ち
は
ス
ポ
ー

ツ
か
ら
遠
の
い
て
い
る
傾
向
が
あ

る
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
に
も
『
市
民
一
人
１
ス

ポ
ー
ツ
』
が
広
が
れ
ば
、
親
子
の

会
話
が
増
え
、
街
も
元
気
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ど
の
競
技
で
も
い
い
の
で
、
も
っ

と
子
ど
も
た
ち
が
、
ス
ポ
ー
ツ
に

対
し
て
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

◎
今
後
の
目
標
は

　

チ
ー
ム
の
小
平
一
郎
監
督
が
掲

げ
た
、『
一
つ
の
ボ
ー
ル
を
全
員

で
！
』
を
合
言
葉
に
、
県
大
会
優

勝
を
目
指
し
ま
す
。

善意ありがとうございます
　市内にお住まいでした故有岡光江さん
から、中央２丁目地内の土地６５５．７
５㎡を遺贈していただきました。　　　
　市では、ここを市役所第二駐車場とし
て、有効に活用させていただきます。
　故人のご厚情に深く感謝するとともに、
心からご冥福をお祈りいたします。　　

スローガンは『夢叶
かな

うまで挑戦 ！！』

第30回埼玉県スポーツ少年団
夏季小学生軟式野球交流大会

準優勝
本庄エンゼルス

橋
はしもと

本 将
ま さ や

弥ちゃん（四季の里３丁目)

　< 平成 22 年生まれ >

鈴
す ず き

木 ほの雅
か

ちゃん（けや木１丁目)

　< 平成 21 年生まれ >

１歳のお誕生日
おめでとう！明
るい笑顔で、み
んなが幸せにな
ります。これか
らもよろしくね。

２歳のお誕生日
おめでとう！い
つもみんなを元
気にしてくれて
ありがとう。　
　

廣
ひ ろ せ

瀬 智
と も き

希ちゃん ( 日の出４丁目 )
< 平成 20 年生まれ >

武
た け い

井 紅
あ か ね

音ちゃん（緑２丁目)

　< 平成 22 年生まれ >

３歳のお誕生日
おめでとう。い
つも笑顔を見せ
てくれるともく
ん。お兄ちゃん
と仲良くしてね。

１歳のお誕生日
おめでとう！こ
れからの成長も
とても楽しみだ
よ。もっと大き
くなぁ～れ☆　
　

野
の だ

田 珠
た ま き

希ちゃん ( 下野堂３丁目 )
< 平成 20 年生まれ >

依
よ だ

田 想
そ う ご

悟ちゃん（万年寺３丁目)

　< 平成 21 年生まれ >

歌を歌ったり、
戦いごっこした
り、元気いっぱ
い。周りを明る
くさせてくれる
ね。

２歳のお誕生日
おめでとう！ど
んどんお話がで
きるようになっ
てとってもうれ
しいです。　　
　



あじさいの小路
〜彩の国2010景観賞受賞記念碑除幕式〜

あじさいの小路
〜彩の国2010景観賞受賞記念碑除幕式〜

　東小平の地に咲き誇る約 6千株のあじさい。あじさい
の小路保存会により大切に育まれ、「遅咲きあじさい」と
して注目されています。
　このたび、第24回彩の国2010景観賞「心にうるおい
部門」を受賞し、７月10日に記念式典及び記念碑除幕式
が行われました。

12

震災復興祈願　〜日本に元気を取り戻そう〜
　

７
月
16
日
・
17
日
に
行
わ
れ
た
本
庄
祇
園
ま
つ
り
と
、
７
月
17
日
に

行
わ
れ
た
こ
だ
ま
夏
ま
つ
り
。
東
日
本
大
震
災
後
の
日
本
の
復
興
を
願

い
、
猛
暑
の
中
、
活
気
と
興
奮
を
呼
ぶ
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
熱
い
祭
り

の
健
在
ぶ
り
を
示
し
ま
し
た
。

やったぞ！なでしこジャパン世界一やったぞ！なでしこジャパン世界一

必 勝 だ る ま  本 領 発 揮
　サッカー女子ワールドカップドイツ大会を控
えた６月13日、秋平小学校応援団は校庭の芝生
化でお世話になった縁で、東京都文京区の㈶日本
サッカー協会を訪問し、「祈　世界制覇なでしこ
JAPAN」と書いた日本神社の必勝だるまを寄贈
しました。
　７月18日の決勝で、なでしこジャパンは初優
勝し、文字どおり『世界制覇』を果たしました。

　なでしこジャパン代表
チーム部湯川和之部長代
理（右）に必勝だるまを
渡す学校応援推進委員の
立花勲さん（左）

▼
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被災地に本庄の野菜を届けようプロジェクト

　慢性的に生鮮食品が不足している被災地へ新鮮な
野菜を届けるためのプロジェクトが発足し、市内の
農家の人たちの協力により、タマネギやキュウリ、
キャベツなど２トントラック１台分を、６月24日
に宮城県亘理町へ届けました。

塙保己一翁・夢プロジェクト

〜東日本大震災の被災地の学校図書館を
　　　一杯にしよう〜

　７月９日、本庄総合公園でこだま青年会議所が
中心になり行われたプロジェクトで、被災地の学
校図書館に贈る新しい本の寄付を募りました。予
想をはるかに超えた４万冊が集まり、第一弾とし
て集まった図書のうち６千冊を、福島県いわき市
の16校に寄贈しました。

秋の運動会が楽しみ！
　　　　　　　〜仁手小校庭芝生化〜

　6月25日、児童や保

護者、市民ボランティ

アなど約200人が参加

し、㈶日本サッカー協

会から提供された約1

万株の芝生の苗の植え

付けが行われました。

暑さなんかに負けないぞ！
　７月８日に藤田保育所で「夕涼み会」が行われまし

た。暑さをものともせず、元気いっぱいの子どもたち

が、手作りのおみこしや盆踊りを楽しみました。

　

市
で
は
、
平
成
18
年
10
月

22
日
に
『
非
核
平
和
都
市
宣

言
』
を
行
い
、
核
兵
器
の
廃

絶
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　

被
爆
の
実
相
や
平
和
の
尊

さ
を
さ
ら
に
広
く
伝
え
る
た

め
、
７
月
６
日
か
ら
13
日
ま

で
、
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
で

非
核
平
和
パ
ネ
ル
展
を
行
い

ま
し
た
。

　

め
で
た
く
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
前
原
１

丁
目
に
お
住
ま
い
の
石
原
丈
夫
さ
ん
（
明
治
44

年
６
月
16
日
生
ま
れ
）
を
市
長
が
訪
問
し
、
お

祝
い
の
「
寿
状
」
を
手
渡
し
ま
し
た
。

被災地に本庄の野菜を届けようプロジェクト 塙保己一翁・夢プロジェクト

忘
れ
な
い
で
！

非
核
と
平
和
を
願
う
心

〜
８
月
６
日
は
広
島
・
９
日
は
長
崎
の
平
和
記
念
日
〜
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「
物
忘
れ
が
心
配
な
人
と
そ
の

家
族
の
た
め
の
研
修
会
」（
認
知

症
の
正
し
い
理
解
と
予
防
）
を

開
催

　

年
を
と
っ
て
か
ら
の
「
も
の
忘

れ
」
…
。
ど
こ
か
ら
が
病
気
な
の

か
と
、
不
安
を
お
持
ち
の
人
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
研
修
で

認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や

対
応
方
法
を
身
に
つ
け
、
不
安
の

解
消
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

時
間　

午
後
１
時
30
分
～

講
師　

妹
尾　

英
男　

氏
（
上
武

　

病
院
院
長
）

対
象　

市
内
在
住
の
人

費
用　

無
料

申
込　

８
月
10
日
㈬
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
左
記
へ

★
介
護
い
き
が
い
課
☎
�
１
１
２

　

７

平
成
　
年
度
排
水
設
備
工
事
責

任
技
術
者
共
通
試
験
を
実
施　

試
験
日　

11
月
13
日
㈰

会
場　

埼
玉
工
業
大
学
（
深
谷
市

　

普
済
寺
１
６
９
０
）

受
付
期
間　

８
月
22
日
㈪
～
９
月

　

30
日
㈮
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

　

く
）

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
８
月
22
日
㈪
か
ら
下
水
道
課
（
市

役
所
２
階
）
で
配
布
す
る
受
験
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
下
水
道
課
☎
�
１
１
４
６

精
神
保
健
相
談
・
ひ
き
こ
も
り

専
門
相
談
を
実
施

　

本
庄
保
健
所
で
は
、
精
神
的
な

病
気
や
悩
み
に
つ
い
て
は
精
神
科

医
に
よ
る
相
談
を
、
青
年
期
の
ひ

き
こ
も
り
に
つ
い
て
は
臨
床
心
理

士
に
よ
る
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

①
精
神
保
健
相
談

日
時　

８
月
22
日
㈪　

午
後
１
時
～

②
ひ
き
こ
も
り
専
門
相
談

日
時　

８
月
19
日
㈮
・
９
月
16
日

　

㈮　

午
後
１
時
30
分
～

＊
①
②
と
も
事
前
の
予
約
が
必
要

　

で
す
。
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　

は
左
記
へ

★
本
庄
保
健
所
保
健
予
防
推
進
担

　

当
☎
澤
６
４
８
１

“
地
域
の
医
療
と
健
康
を
考
え

る
会
「
講
演
会
」”
を
開
催

　

小
鹿
野
町
主
導
で
取
り
組
ま
れ

た
「
地
域
包
括
医
療
ケ
ア
」
と
は

何
か
、
そ
の
経
緯
、
現
状
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

　

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、

考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時　

９
月
４
日
㈰　

午
後
２
時
～

　
５
時（
受
付　

午
後
１
時
40
分
～
）

会
場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
・

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　

３
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
Ⅰ

講
師　

関
口　

哲
夫　

氏
（
国
保

　

町
立
小
鹿
野
中
央
病
院
院
長
）

演
題　
「
私
た
ち
の
地
域
医
療
～

　

地
域
包
括
医
療
ケ
ア
～
」

対
象　

本
庄
市
又
は
児
玉
郡
内
在

　

住
・
在
勤
・
在
学
者

定
員　

１
０
０
人
程
度
（
多
数
の

　

場
合
抽
選
）

費
用　

無
料

申
込　

８
月
30
日
㈫
ま
で
に
住
所
・

　

氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
（
電
話

　

番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

　

を
明
記
の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

　

又
は
電
話
で
左
記
へ

★
㈶
本
庄
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

   

研
究
推
進
機
構
☎
�
７
４
５
５
・

　

蕭
�
７
４
６
５

23

日　程 会　場

９月15日㈭ 児玉公民館

10月３日㈪ 本庄東公民館

11月７日㈪ 本庄南公民館

12月５日㈪ 旭公民館

※内容は各会場共通です。

お
知
ら
せ

　本庄市内の空間放射線量の測定について
　福島第一原子力発電所の事故では、大気中に大量の放射
性物質が拡散したことから、原発から遠く離れたところで
も比較的高い放射線量が今も計測されております。
　本庄市では、以前から水道水の検査を行っており、これ
まで放射性物質は不検出となっています。学校のプールか
らも放射性物質は不検出でした。
　現在、児玉郡市内の１市３町では、児玉郡市広域消防本
部の協力を得て、児玉郡市内の学校の校庭の空間放射線量
を週に１回計測しております。計測には、消防本部が被災
地支援の際に国から支給された簡易型の測定器を使用し、
本庄市では小学校 13 校の校庭において実施し、結果は市
のホームページ上で公開しております。
　これまでの計測結果ですが、毎時最小 0.01 ～最大 0.29
μＳ v であり、特に毎時 0.1 μＳ v 前後の値が最も多いです。
　なお、埼玉県が精度の高い測定器を使用して、県内
116 か所の学校の校庭などにおいて空間放射線量を計測
しましたが、そのうち本庄市内では 7 月 10 日に 4 か所
で計測が行われ、毎時 0.044 ～ 0.114 μＳ v という値が
出ました。最近では、個人が自己所有する簡易型測定器を
使って、各地の空間放射線量を調べ、インターネットに
掲載していますが、こちらでも本庄市内は毎時 0.1 μＳ v

前後が多いようです。
　問題はこのような数値をどう判断するかです。
　放射線については、特に小さなお子様を持つ保護者の
不安は当然のことと思います。また、インターネットや
雑誌には多くの不確かな情報も出回っており、その判断
には注意が必要です。
　インターネット上には、放射線防護、放射線影響の専門
家で構成する「日本保健物理学会」が監修する「専門家
が答える　暮らしの放射線Ｑ＆Ａ」というサイト（http://
radi-info.com/）があり、私が見たところでは、全国から
寄せられた放射線についての不安の声に的確に答え、信
頼のおける情報源と考えますので、ご参考にしていただ
ければと存じます。
　このサイトでの専門家の見地からは、現在本庄市内で
計測されている空間放射線量の数値は、一般的には問題
ないものと思われます。
　もちろん、放射線については常に「未知のものである」
という意識を持って、専門的見解を参照しつつ、防ぐこ
とに努めて行かねばなりません。市では今後とも計測を
継続し、より精度の高い測定器を導入し、情報提供に努
めつつ、皆様からの不安の声にお応えして参ります。　

　　　　　　　　　　　　　　　本庄市長



※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
の
貸
し
出
し
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

老人福祉センターつきみ荘の休館日　 　☎�３６９６
１日㈪・８日㈪・15日㈪・22日㈪・29日㈪・９月５日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日　　 　　☎�８１２６
１日㈪・８日㈪・15日㈪・22日㈪・29日㈪・９月５日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程
１日㈪〜２日㈫、30日㈫〜９月４日㈰

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合

からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

今月の納税納付[納期限：８月31日㈬]
・市県民税　２期　　・国民健康保険税　２期
・介護保険料　２期　・後期高齢者医療保険料　２期

―市税夜間収納窓口のお知らせ―
日時　８月５日㈮・９月５日㈪　午後５時15分～７時
場所   ・市役所１階　　収納課☎�１１２０
　　　・総合支所１階　市民福祉課税務係
　　　　　　　　　　 ☎�１３３１（内線３２２）
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。

15 平成23年８月１日号

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら
ご

協
力
を

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
迫
な
ど

の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や

検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が

そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
人

の
た
め
に
、
検
察
官
の
し
た
処
分

が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査

す
る
機
関
と
し
て「
検
察
審
査
会
」

が
あ
り
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を

有
す
る
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」

で
選
ば
れ
た
11
人
の
審
査
員
が
こ

の
審
査
を
し
ま
す
。　
　
　
　
　

　

あ
な
た
も
い
つ
か
審
査
員
に
選

ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き

に
は
、
国
民
の
代
表
と
し
て
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
こ
の
制
度
を
紹
介
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

★
さ
い
た
ま
地
方
裁
判
所
熊
谷
支

　

部
内
熊
谷
検
察
審
査
会
事
務
局

　

☎
０
４
８
―
５
０
０
―
３
１
１

　

１
こ
こ
ろ
の
健
康
講
座
「
快
眠
セ

ミ
ナ
ー
～
本
庄
の
残
暑
、
ど
う

乗
り
切
る
？
～
」
を
開
催

日
時　

９
月
17
日
㈯　

午
後
５
時
～

　
７
時

講
師　

遠
藤　

拓
郎　

氏
（
ス
リ
ー

　

プ
ク
リ
ニ
ッ
ク
調
布
院
長
）　

会
場　

埼
玉
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
本

　

庄　
対
象　

関
心
の
あ
る
人

定
員　

１
０
０
人（
当
日
先
着
順
）

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

★
埼
玉
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
☎

　

０
４
８
―
７
２
３
―
５
３
３
１
、

　

市
障
害
福
祉
課
☎
�
１
１
２
５

「
第
　
回
本
庄
市
文
化
展
」
の

作
品
を
募
集

　

12
月
９
日
㈮
か
ら
11
日
㈰
ま
で
、

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
で
開
催

す
る
「
第
19
回
本
庄
市
文
化
展
」

の
出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
品
目　

絵
画
、
写
真
、
陶
芸
、

　

彫
塑
、
書
、
手
工
芸
（
パ
ッ
チ

　

ワ
ー
ク
、
刺し

し
ゅ
う繍
等
）、
木
工
芸
、

　

そ
の
他

※
募
集
品
目
に
よ
り
規
格
が
異
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
茂
木
（
☎

０
５
０
―
８
６
０
０
―
３
０
３
２
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　

市
内
又
は
市
内
近
郊

　

在
住
で
高
校
生
以
上
の
人

出
品
料　

８
５
０
円
（
１
人
１
点

　

の
み
）

搬
入
日
時　

12
月
８
日
㈭　

午
前

　

11
時
30
分
～

搬
入
場
所　

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー

　
ル

申
込　

８
月
20
日
㈯
ま
で
に
は
が

　

き
で
左
記
へ

申
込
先　

〒
３
６
７
―
０
０
０
２

　

本
庄
市
仁
手
２
６
１
―
１　

茂

　

木　

豊
章

※
締
切
ま
で
に
申
し
込
む
と
、
作

品
目
録
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

★
中
央
公
民
館
☎
澤
２
７
９
８

19 募

集

　東日本大震災で住宅や家財などに損害を受けた人は、雑損控除の適用により、所得税
の還付及び市・県民税の軽減が受けられる場合があります。この場合、平成22年分又は
平成23年分のいずれかの所得から、軽減を受けることができます。平成23年分で軽減
を受ける人は、来年申告してください。
　なお、その年の所得金額から控除しきれない控除額は、翌年以降５年間繰り越して、
各年の所得金額から控除できることになりました。
控除額　控除額は次の①②で計算した金額のうち、いずれか多い方です。
　①損害金額　－　保険金等で補てんされる金額　－　所得金額の１／10
　　　　　　　　　〈差引損失額〉
　②差引損失額のうち災害関連支出の金額　－　５万円
　※災害関連支出とは、災害により滅失した住宅・家財を除去するための費用等です。
手続方法　次の書類を本庄税務署へ持参
　・被害を受けた資産、取得時期、取得価額の分かるもの　
　・被害を受けた資産の取壊し費用、除去費用などの分かるもの
　・被害を受けたことにより受け取る保険金等の金額が分かるもの 
　・市町村から交付された「り災証明書」 
　・所得税が還付となる人は、還付金振込先の金融機関名及び口座番号の分かるもの 
　・平成22年分の確定申告書の控え［申告が済んでいない場合は、所得金額や所得控除
　　額の分かる書類（源泉徴収票や社会保険料控除証明書など）］
＊詳しくは、本庄税務署（☎�２１１１）へお問い合わせください。
★課税課☎�１１２３

東日本大震災の損害に対する雑損控除の適用について



市ホームページ・公用封筒に広告を掲載しませんか
市では、地域経済の活性化や財源の確保等を目的に有料広告事業を実施しています。
市ホームページや公用封筒に掲載する有料広告（ホームページはバナー広告）を次のとおり募集します。

企画課☎�１１５７

◇◆市ホームページ（http://www.city.honjo.lg.jp/）◆◇
　月平均アクセス数40,000件超です。
募集期間　８月19日㈮まで（必着）
※締め切り後も空きがあれば受け付けます。
広告の規格等
　①掲載位置　トップページ最下段
　②募集枠数　４枠
　③サイズ　上下50ピクセル・左右150ピクセル
　④形式　ＧＩＦ形式で静止画
　⑤データ容量　８ＫＢ以下
　⑥広告料　月額20,000円
　⑦掲載期間　９月１日以降月単位（最長７か月）

◆◇公用封筒（長形３号封筒）◇◆
　主に市役所の各課から市民、関係機関等への文書
送付用です。
募集期間　８月19日㈮まで（必着）
広告の規格等
　①掲載位置　封筒裏面
　②募集枠数　５枠
　③枠の大きさ　おおむね縦30㎜×横85㎜
　④刷色　単色（黒）
　⑤印刷枚数　30,000枚
　⑥広告料　１枠当たり30,000円
　⑦掲載期間　印刷後、市が使用を終えるまでの期
　　間で、10月頃から４か月程度

申込　次の書類を直接又は郵送で企画課（市役所３階）に提出
　・有料広告掲載申込書（企画課で配布又は市ホームページからダウンロードしたもの）
　・広告の原稿　・納税証明書（申込者が市外の場合）　・申込者の業務内容等が分かる書類
郵送先　〒３６７―８５０１　本庄市本庄３―５―３　本庄市役所企画課
注意事項　内容によっては掲載できない場合があります。また、応募多数の場合は抽選等により掲載を決定します。
※詳しくは、「本庄市有料広告事業取扱要綱」及び「本庄市ホームページ広告掲載基準」をご覧ください。企画課又は
市ホームページで閲覧できます。

催

し

16

自
衛
官
を
募
集

　

防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
等
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間　

９
月
５
日
㈪
～
30
日

　

㈮
※
説
明
会
や
個
別
説
明
は
、
随
時

実
施
し
て
い
ま
す
。

＊
資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　

左
記
へ

★
防
衛
省
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊

　

谷
地
域
事
務
所
☎
０
４
８
―
５

　

２
２
―
４
８
５
５

本
庄
市
文
化
団
体
連
合
会
第
５

回
文
化
祭
を
開
催

　

本
庄
市
文
化
団
体
連
合
会
で
は
、

第
５
回
文
化
祭
を
市
民
文
化
会
館

で
開
催
し
ま
す
。

※
電
力
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
日

程
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

★
本
庄
市
文
化
団
体
連
合
会
事
務

　

局
（
中
央
公
民
館
内
）
☎
澤
２

　

７
９
８

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

募集区分 応募資格 試 験 日

防衛大学校生 日本国籍を有し、平成23年4月1日現
在、18歳以上21歳未満の人

11月５日㈯・
６日㈰

防衛医科大学
校生

日本国籍を有し、平成24年4月1日現
在、18歳以上21歳未満の人

10月29日㈯・
30日㈰

看護学生 日本国籍を有し、平成24年4月1日現
在、18歳以上24歳未満の人 10月22日㈯

陸上自衛隊
（看護）

看護師免許を有し、保健師もしくは助産
師免許を有する人で、21歳以上36歳未
満の人

11月19日㈯

日　程 時　間 内　　容

９月３日㈯ 午前９時〜
午後５時

作品展示…短歌、俳句、万葉集、絵
画、書道、盆栽、華道、古美術、美術
刀剣、写真、手芸、演劇鑑賞
※茶道実演あり。３日は囲碁の実演
あり

９月４日㈰

午前９時〜
午後４時

午前11時30分
〜正午 開会式典

午前９時30分
〜午後４時

舞台発表…民踊、郷土芸能、民謡、
吟詠、日舞、ダンス
※４日は将棋の実演あり。



共学支援ボランティア養成講座受講生を募集共学支援ボランティア養成講座受講生を募集共学支援ボランティア養成講座受講生を募集
　地域と学校が連携し、障がいのある子もない子も地域でともに育ち、学ぶためには、
地域のみなさんの理解と支援が必要です。この講座では、本庄特別支援学校・深谷はば
たき特別支援学校の子どもたちとの交流・ボランティア体験などを行います。
　私たちにできることを、いっしょに考えてみませんか。

対象　児玉郡市又は深谷市在住・在勤者　定員　30人（先着順）　費用　無料　申込　８月８日㈪か
　ら電話で下記へ
★本庄市社会福祉協議会☎�２７５５

17 平成23年８月１日号

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
「
空
き
カ

ン
で
ご
は
ん
を
炊
こ
う
」
を
開

催日
時　

８
月
20
日
㈯　

午
前
10
時
～

会
場　

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象　

小
学
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意　

米
１
合
、牛
乳
パ
ッ
ク（
１

　

リ
ッ
ト
ル
用
）
３
個
、
軍
手
、

　

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
タ
オ
ル

申
込　

８
月
８
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
左
記
へ

★
前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
８

　

２
０

日
の
出
保
育
園
子
育
て
支
援
事

業
「
す
く
す
く
広
場
」
を
開
催

　

毎
月
、
楽
器
を
使
っ
た
リ
ズ
ム

遊
び
・
制
作
・
親
子
体
操
な
ど
、

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

①
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

日
時　

８
月
23
日
㈫　

午
前
10
時
～

　

11
時

②
一
日
保
育
園
体
験
（
給
食
付
）

日
時　

９
月
６
日
㈫　

午
前
10
時
～

　

０
時
30
分

③
一
日
保
育
園
体
験
（
給
食
付
）

日
時　

９
月
８
日
㈭　

午
前
10
時
～

　

０
時
30
分

④
お
芋
掘
り
体
験

日
時　

10
月
29
日
㈯　

午
前
10
時
～

　

11
時
30
分

《
①
～
④
共
通
》

会
場　

日
の
出
保
育
園
保
育
室

対
象　

３
歳
以
下
の
子
ど
も
と
保

　

護
者

定
員　

15
組
（
先
着
順
）　

費
用　

無
料

＊
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　

左
記
へ

★
日
の
出
保
育
園
☎
�
５
２
６
３

「
天
童
よ
し
み
コ
ン
サ
ー
ト
～

風
が
薫
る
・
心
が
響
く
～
」
を

開
催

日
時　

11
月
６
日
㈰

①
昼
の
部

　

午
後
１
時
開
場

　

午
後
１
時
30
分
開
演

②
夜
の
部　

　

午
後
５
時
開
場

　

午
後
５
時
30
分
開
演

会
場　

市
民
文
化
会
館
ホ
ー
ル

料
金　
（
全
席
指
定
）

　

前
売　

Ｓ
席　

７
、
０
０
０
円

　
　
　
　

Ａ
席　

６
、
０
０
０
円

※
当
日
は
５
０
０
円
増
で
す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
８
月
６
日
㈯
か

ら
市
民
文
化
会
館
及
び
各
プ
レ
イ

ガ
イ
ド
で
発
売
し
ま
す
。

★
市
民
文
化
会
館
☎
�
２
８
４
１

日　　　時 内　　　　　容 会　　　場
９月６日㈫
午前10時〜11時30分

本庄特別支援学校・深谷はばたき特別支援学校
概要説明、本庄特別支援学校の見学等 本庄特別支援学校

９月27日㈫
午前10時〜11時30分

「活動の心構え」として活動者からの講話、深谷
はばたき特別支援学校の見学

深谷はばたき特別支援学校

10月４日㈫〜28日㈮
午前８時45分〜午後３時30分

ボランティア体験
※詳しくはお問い合わせください。

本庄特別支援学校、
深谷はばたき特別支援学校

10月29日㈯
午前９時30分〜11時30分 ふれあいスポーツ交流会 本庄特別支援学校

11月16日㈬
午前10時〜11時45分

講話「私の子育て」、情報交換、まとめ（感想
発表など） 本庄特別支援学校

詳しくは、10月号の

広報ほんじょうで

お知らせする予定です。

お楽しみに！



ス
ポ
ー
ツ

公

民

館

18

本
庄
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
主
催
「
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

教
室
」
を
開
催

日
時　

９
月
３
日
㈯
・
10
日
㈯　

　

全
２
回　

午
後
１
時
30
分
～
３

　

時
30
分

※
９
月
10
日
㈯
は
、
ウ
ォ
ー
ク
実

技
で
北
武
蔵
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

を
ハ
イ
キ
ン
グ
し
ま
す
。

会
場　

共
和
公
民
館

講
師　

健
康
運
動
指
導
士

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

用
意　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
室

　

内
用
運
動
靴

申
込　

８
月
10
日
㈬
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
体
育
課
（
☎
�
１
１
５

　

２
）
へ

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
ウ
ォ
ー
ク

　

こ
だ
ま
・
井
田
（
☎
�
０
８
６

       

５
）
へ

本
庄
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
主
催
「
市
民
民
踊
大
会
」
を

開
催

日
時　

８
月
21
日
㈰

　

受
付　

午
後
５
時
30
分

　

開
始　

午
後
６
時
～

会
場　

市
役
所
玄
関
前
広
場

※
雨
天
の
場
合
は
、
市
役
所
市
民

ホ
ー
ル
に
変
更
し
ま
す
。

参
加
費　

無
料

※
服
装
は
自
由
、
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。　

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
踊
レ

　

ク
連
盟
・
日
向
（
☎
�
３
３
０

　

３
）
へ

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市
民

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
を
開
催

日
程　

８
月
28
日
㈰
、
９
月
11
日

　

㈰
、
18
日
㈰

会
場　

山
王
堂
グ
ラ
ウ
ン
ド

種
目　

一
部
、
二
部
、
実
年
、
小

　

学
生
（
男
子
・
女
子
）

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
者

　

で
構
成
す
る
チ
ー
ム

参
加
費　

　

一
般
チ
ー
ム　

６
、
０
０
０
円

　

協
会
加
盟
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　

４
、
０
０
０
円

＊
申
し
込
み
は
、
８
月
13
日
㈯
ま

　

で
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
・
星

　

野
（
☎
�
４
６
８
２
・　

hoshi

　

4682@
m

y.hom
e.ne.jp

）
へ

本
庄
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
主
催
「
市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

大
会
」
を
開
催

日
時　

９
月
４
日
㈰

　

受
付　

午
前
９
時
～

　

試
合
開
始　

午
前
９
時
30
分

会
場　

市
民
体
育
館

参
加
資
格　

女
子
チ
ー
ム
又
は
混

　

合
チ
ー
ム

参
加
費

　

一
般
チ
ー
ム　

無
料

　

協
会
加
盟
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　

１
、
０
０
０
円

申
込　

参
加
希
望
チ
ー
ム
は
、
参

　

加
費
を
持
参
の
う
え
、
８
月
24

　
日
㈬
午
後
７
時
30
分
か
ら
市
民

　

体
育
館
で
行
う
組
み
合
わ
せ
抽

　

選
会
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
イ
ン
デ
ィ

　

ア
カ
協
会
・
篠
塚
（
☎
�
３
４

　

４
７
）
へ

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市
民

柔
道
大
会
」
を
開
催

日
時　

９
月
11
日
㈰

　

受
付　

午
前
８
時
30
分
～

　

開
始　

午
前
９
時
30
分
～

会
場　

武
道
館

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・

　

在
学
・
連
盟
及
び
ス
ポ
少
加
入

　

者
競
技
方
法　

学
年
別
、
一
般
、
男

　

女
別
個
人
戦

参
加
費　

無
料

申
込　

９
月
１
日
㈭
ま
で
に
柔
道

　

連
盟
・
巴
（
☎
�
１
１
７
１
）

　

へ

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

30
分
か
ら
で
す
。　
　
　
　
　
　

中
央
公
民
館
☎
�
２
７
９
８

◆
９
月
の
パ
ソ
コ
ン
無
料
開
放
日

　

初
級
者
で
パ
ソ
コ
ン
を
練
習
し

た
い
人
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
直
接
公
民
館
へ
。

開
放
日　

毎
週
火
・
金
曜
日
（
た

　

だ
し
、
16
日
㈮
・
23
日
㈷
は
開

　

放
を
お
休
み
し
ま
す
。
）

時
間　

午
前
９
時
～
正
午
、 

午
後

　

１
時
～
４
時

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
が
常

駐
し
、
初
級
者
レ
ベ
ル
の
内
容
で

あ
れ
ば
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
９

月
６
日
㈫
は
、
午
前
９
時
か
ら
正

午
ま
で
パ
ソ
コ
ン
相
談
日
と
し
て

指
導
員
も
常
駐
し
ま
す
。

本
庄
公
民
館
☎
�
７
３
８
３

◆
太
極
拳
教
室

　

全
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
い
っ

し
ょ
に
、
無
理
な
く
ゆ
っ
く
り
と

体
を
動
か
し
、
若
さ
と
健
康
を
ア
ッ

プ
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

８
月
25
日
か
ら
９
月
８
日

　

ま
で
の
毎
週
木
曜
日　

全
３
回

　

午
後
１
時
～
２
時
30
分

会
場　

中
央
公
民
館

講
師　

吉
永　

麻
里
子　

先
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
ひ

　

も
付
き
運
動
靴

申
込　

８
月
11
日
㈭
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
（
中
央
公
民
館

　

内
）
へ

本
庄
南
公
民
館
☎
�
８
７
８
５

◆
庭
木
の
剪せ

ん

定
、
枝
の
作
り
方
教

室
　

庭
木
の
剪
定
の
仕
方
や
枝
の
作

り
方
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

手
入
れ
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
わ
っ

た
後
に
は
、
剪
定
実
習
を
行
い
ま

す
。
実
習
後
は
、
苗
木
を
配
布
し

ま
す
。

日
時　

９
月
14
日
㈬
・
15
日
㈭

　

全
２
回　

午
前
９
時
30
分
～
11

　

時
30
分

講
師　

阪
上　

た
つ
子　

先
生　

　

[

１
級
造
園
技
能
士
（
埼
玉
県
女

　

性
第
１
号
）]

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

活
動
し
や
す
い
服
装
、
運

　

動
靴
、
帽
子
、
筆
記
用
具
、
剪

　

定
は
さ
み
（
持
っ
て
い
る
人
）、

　

木
は
さ
み
（
持
っ
て
い
る
人
）

申
込　

８
月
29
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ



　　　　　　　　　　　　　　　　

み
ん
な
お
い
で
よ
！

図
書
館
夏
休
み
の
催
し

図
書
館
夏
休
み
の
催
し

19 平成23年８月１日号

た
の
し
い
お
は
な
し
会　
　
　

　★
児
玉
分
館

日
時　

８
月
13
日
㈯　

午
前
11
時
～   
    

11
時
30
分

会
場　

児
玉
分
館
親
子
よ
み
き
か    

   

せ
コ
ー
ナ
ー

内
容　

本
の
読
み
聞
か
せ
ほ
か

協
力　
「
こ
だ
ま
お
話
し
の
会
」・

　
「
語
り
の
会
言こ

と
よ
り依
」
の
み
な
さ
ん

　

ビ
デ
オ
上
映
会
（
本
館
）　
　

　
　日

時　

８
月
20
日
㈯　

午
後
２
時
～

内
容　

ア
ニ
メ
日
本
の
昔
ば
な
し

　
「
こ
ぶ
と
り
じ
い
さ
ん
・
も
の
ぐ

　

さ
太
郎
」

会
場　

本
館
視
聴
覚
室

定
員　

80
人
（
当
日
先
着
順
）

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の　
　
　

　
　
　

お
は
な
し
会
（
本
館
）

日
時　

８
月
４
日
㈭
・
９
月
１
日

　

㈭　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

会
場　

本
館
児
童
室
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

   

ト
コ
ー
ナ
ー

対
象　

保
育
園
・
幼
稚
園
入
園
前

　

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者　
　
　

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ

　

ら
べ
う
た
な
ど

　

新
着
図
書
案
内
（
本
館
）　　

　
　★

今
月
の
一
般
図
書

カ
ン
ブ
リ
ア
宮
殿
就
職
ガ
イ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　

 

村
上 

龍 

著

雲
の
カ
タ
ロ
グ

             

村
井 

昭
夫 

文
・
写
真

夏
休
み

  

「
こ
わ
ー
い
お
は
な
し
会
」

日
時　

８
月
12
日
㈮　

午
前
10
時    

   

30
分
～
11
時
30
分

会
場　

本
館
２
階
視
聴
覚
室

内
容　

大
型
絵
本
や
紙
芝
居
を
使
っ

   

た
読
み
聞
か
せ
な
ど

協
力　
「
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル   

   

本
庄
ほ
ん
の
会
」
の
み
な
さ
ん

夏
休
み　

工
作
教
室

内
容　

レ
イ
ン
ボ
ウ
・
ス
テ
ィ
ッ 

　

ク
を
作
ろ
う

日
時　

８
月
19
日
㈮　

午
後
２
時
～   

    

３
時
30
分

会
場　

本
館
第
二
読
書
室

対
象　

小
学
生

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

用
意　

よ
く
切
れ
る
は
さ
み

レ
ン
ズ
が
撮
ら
え
た
幕
末
の
日
本

                      

岩
下 

哲
典 

著

新
着
図
書
案
内
（
児
玉
分
館
）

　
　

★
今
月
の
児
童
図
書

鉄
は
魔
法
つ
か
い

  　
　
　
　
　
　

  

畠
山 

重
篤 

著

イ
タ
チ
と
み
ず
が
み
さ
ま

 　
　
　
　
　
　

内
田 

麟
太
郎 

作

じ
い
ち
ゃ
ん
の
よ
る

  　
　
　
　

  

き
む
ら 

よ
し
お 

作

申
込　

８
月
５
日
㈮
か
ら
電
話
又  

   

は
直
接
図
書
館
本
館
へ

夏
休
み

　

映
画
と
お
は
な
し
の
集
い

日
程
・
会
場

①
８
月
９
日
㈫

会
場　

共
和
公
民
館

②
８
月
10
日
㈬

会
場　

児
玉
公
民
館

③
８
月
17
日
㈬

会
場　

セ
ル
デ
ィ
２
階
大
会
議
室

《
①
～
③
共
通
》

時
間　

午
前
10
時
～
11
時

内
容　

絵
本
・
紙
芝
居
の
読
み
聞    

   

か
せ
・
す
ば
な
し
・
人
形
劇
の    

   

上
映
な
ど

協
力　
「
こ
だ
ま
お
話
し
の
会
」・

   「
語
り
の
会
言こ
と
よ
り依
」
の
み
な
さ
ん

本
庄
西
公
民
館
☎
�
８
７
８
６

◆
ま
ん
じ
ゅ
う
づ
く
り
教
室

　

地
域
の
食
文
化
を
見
直
す
機
会

に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

９
月
９
日
㈮　

午
前
９
時

　

30
分
～
正
午　

講
師　

宮
島　

貴
美
恵　

先
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

４
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
持

　

ち
帰
り
容
器

申
込　

８
月
15
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

仁
手
公
民
館
☎
�
３
５
３
８

◆
手
作
り
ま
ん
じ
ゅ
う
教
室

　

本
庄
市
に
伝
わ
る
田
舎
ま
ん
じ
ゅ

う
の
作
り
方
を
教
え
ま
す
。

日
時　

９
月
６
日
㈫　

午
前
９
時

　

30
分
～
正
午

講
師　

市
食
生
活
改
善
推
進
員

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

４
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
三

　

角
巾
、
持
ち
帰
り
容
器

申
込　

８
月
15
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

旭
公
民
館　

☎
�
５
９
４
０

◆
健
康
ヨ
ガ
教
室

　

ヨ
ガ
で
体
を
ほ
ぐ
し
、
肩
こ

り
・
腰
痛
を
予
防
し
ス
ト
レ
ス
を

解
消
し
ま
す
。

日
時　

９
月
５
日
か
ら
10
月
３
日

　

ま
で
の
毎
週
月
曜
日
（
９
月
19

　

日
㈷
を
除
く
）　

全
４
回　

午

　

後
１
時
30
分
～
３
時

講
師　

松
村　

正
子　

先
生

定
員　

18
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
バ

　

ス
タ
オ
ル
又
は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、

　

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込　

８
月
15
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

北
泉
公
民
館
☎
�
２
４
８
４

◆
初
心
者
水
墨
画
教
室

　

墨
一
色
で
描
く
、
味
わ
い
深
い

水
墨
画
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

９
月
８
日
か
ら
29
日
ま
で

　

の
毎
週
木
曜
日　

全
４
回　

午

　

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

講
師　

関
根　

洋
子　

先
生
、
日

　

向　

義
雄　

先
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意　

書
道
用
具
一
式
、
大
筆
、

　

中
筆
、
面
相
筆
、
小
皿
二
枚
、

　

雑
巾
、
水
入
れ

申
込　

８
月
16
日
㈫
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

本　　館☎�３７４６
児玉分館☎�１７８３

開館時間／午前9時30分～午後6時15分
休館日／毎週月曜日
　　　　31日㈬（館内整理日）
ホームページアドレス
http://www.lib.honjo.saitama.jp/



　

※月・金曜日の「つどいの広場」の内容と「児童センターだより」は、市ホームページでご覧になれます。

日　程
前原つどいの広場

｢前原ルンルンタイム｣
午前10時～11時

日の出つどいの広場
「ひよっこ」

午前10時30分～11時30分

児玉つどいの広場
「児玉ワクワクタイム」

午前10時～11時
８月 ３日㈬

水遊び（着替えとタオル持参）

本庄子育てネットの「ママサロン」 魚つりあそび
８月10日㈬

水遊び（着替えとタオル持参）

誕生会
８月17日㈬ うちわ作り
８月24日㈬ おはなし広場「てんとうむし」
８月31日㈬ 折り紙あそび
９月 ７日㈬ 消防訓練（消防車が来ます。） 本庄子育てネットの「ママサロン」 敬老の日製作

日　程 内　容 会　場

９月２日㈮ 手作りおもちゃ 前原児童センター

９月12日㈪ あ〜ら　不思議　手品だよ〜 日の出児童センター

実施時間は、各団体により異なります。また、天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。
日　程 時　間 回 収 場 所 等 問 い 合 わ せ 先

 ８ 月21日㈰ 午前９時～11時 市役所
回収品目：古紙類・缶類 ハートtoハート　☎�９３００

（佐久間さんち）  ８月７日㈰・
　９                     月 4 日㈰ 午前９時～11時 総合支所　　

８月17日㈬ 随時受付 就労継続支援 B 型事業所「佐久間さんち」
（本庄高校北側）

ポノポノ　　　　☎�２１９５
（旧みどり作業所）　　
佐久間さんち　　☎�９３００

｢つどいの広場｣及び｢子育
てサロン｣のお問い合わせは、
各会場の児童センター（「児玉
つどいの広場」は前原児童セ
ンター）へ

20

６月の本庄市内における回収量は、以下のとおりです。
ご協力ありがとうございます。（合計40,285㎏）
○生きびん　    4,589㎏　○その他のびん  18,088㎏　○飲料用缶　7,585㎏
○その他の缶    1,419㎏　○ペットボトル　 8,604㎏

　毎日のお買い物の際に便利なレジ袋ですが、みなさんどうしていますか。そのままゴミ箱へ捨てていませんか。
マイバッグを持参し、『レジ袋いりません』と断ることで、まず１枚レジ袋が減らせます。また、一度使ったレジ
袋を繰り返し使うことでもごみの削減になります。このような一人ひとりの小さな行動が、ごみの減量・資源の
有効活用・地球温暖化防止への第一歩です。さあ、今日から始めてみませんか。　

★前原児童センター☎�９８２０

★日の出児童センター☎�０４２０
子育て支援のお知らせ（８月〜９月上旬）

　乳幼児の親子が交流する場を開催しています。また、下表の日程で、親子で
ふれあうあそびの講座なども行います。お気軽にお越しください。事前の申し
込みは不要です。
日時　毎週月・水・金曜日　午前９時～午後２時（祝日を除く）
場所　前原児童センター・日の出児童センター・総合支所第２庁舎３階子育て支援室

「つどいの広場」

子育てサロン（子育て支援講座「ゆうゆう｣）のご案内

資源ごみ回収量の報告

環境推進課 ☎�1172

環境産業課 ☎�1331(内線224）

時間　午前10時～11時30分
協力　子育て応援団「本庄びすけっと」のみな
　　　   さん
※お気軽にお越しください。事前の申し込みは
不要です。（８月の「ゆうゆう」はお休みします。）

～みんなで減らそうレジ袋①～

～小山川クリーンセンターへのごみの自己搬入手続きについて～

集団資源回収予定表

　
　児玉郡市に在住する人が排出した家庭系ごみは、１回の搬入量が 100kg 以下については無料です。100Kg を
超過した場合、10kg ごとに 40 円の手数料がかかります。
　市役所や総合支所で、事前に手続きをする必要はありません。
　搬入できるごみの基準等については、小山川クリーンセンター（☎�８２００）へお問い合わせください。
　

※市民プラザは閉鎖したため、牛乳パック・乾電池の回収を行いませんのでご注意ください。



県民相談 会場　埼玉県北部地域振興センター
　　　（熊谷地方庁舎１階）

相 談 名 相 談 日 時 な ど 問 い 合 わ せ

県 民
（行政・法律・
心配ごと相談）

毎週月〜金曜日（祝日を除く）
午前９時〜正午、午後１時〜４時
相談員＝県民相談員 北 部 地 域 振 興

センター
☎０４８−５２
２−６５０６

法 律
※予約制

毎月第１・３・４水曜日（祝日
の場合は翌日に振替）
午後１時〜４時
相談員＝弁護士

交通事故

毎週月〜金曜日（祝日を除く）
午前９時〜正午、午後１時〜４時
※相談受付は午後３時30分まで
相談員＝県民相談員

北 部 地 域 振 興
センター
☎０４８−５２
１−７３００

市民相談 ( ８月～９月 )　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
※市役所の受付は、午前８時30分〜午後５時15分です。
相 談 名 相 談 日 時 な ど 会　場 問 い 合 わ せ

行 政 ８月18日㈭　午後１時〜４時

市役所１階 市民相談室 市民課☎�１１１３

法 律
※予約制

８月10日㈬・24日㈬　午後１時～４時
※８月の相談予約は、７月20日㈬に電話受付開始
※９月の相談予約は、８月22日㈪から電話受付開始

弁 護 士 に
よ る 相 談

９月14日㈬
午後１時～４時　定員＝6人(先着順)

司法書士に
よ る 相 談

９月21日㈬・28日㈬
午後１時～４時　定員＝各6人(先着順)

労働法律
※予約制

８月17日㈬　午後１時～４時　定員＝6人(先着順)
相談員＝弁護士　※７月20日㈬に電話受付開始

不 動 産
※予約制

８月３日㈬・９月７日㈬　午後１時～４時　定員＝各6人(先着順)
相談員＝宅地建物取引業本庄支部無料相談員
※９月の相談予約は、８月22日㈪から電話受付開始	

年 金
※予約優先

８月11日㈭・９月８日㈭　午後１時～４時
相談員＝社会保険労務士　※随時、電話受付

税 務
※予約優先

８月９日㈫　午後１時～４時
相談員＝税理士　※随時、電話受付

消費生活

毎週月・木曜日（８月４日㈭はお休みです。）
午前９時30分～正午、午後１時〜３時30分 市役所４階 商工課 商工課 ☎�１１７５

毎週火・金曜日（祝日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時〜３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
 ☎�１２３２

人 権
 ８月９日㈫　午前10時〜正午、午後１時〜３時 総合支所２階 研修室

人権推進課 ☎�１１５９
８月23日㈫　午前10時〜正午、午後１時〜３時 市役所１階 市民相談室

家庭児童
毎週月～金曜日(祝日を除く)　午前９時～午後４時 市役所１階 児童相談室 子育て支援課☎�１１２９

（家庭児童相談室）毎週月～金曜日(祝日を除く)　午前９時～午後４時
※予約制（随時、電話受付） 児玉保健センター

教 育
（不登校等） 毎週月～金曜日(祝日を除く)　午前９時30分～午後３時

ふれあい教室
（旧勤労会館２階）

教育支援センター
☎�４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日(祝日を除く)電話相談：午後１時30分～５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員(臨床心理士)
☎�７３３７

心配ごと

毎週月曜日（祝日を除く） 午後１時〜４時
※相談時間中のご連絡は、☎�８９７６へ 本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会

☎�２７５５

８月１日㈪・15日㈪・９月５日㈪　午後１時～４時 総合支所２階 研修室 本庄市社会福祉協議会児玉支所
☎�１２３７

結　　婚 毎週水曜日（祝日を除く） 午後１時〜４時
※相談時間中のご連絡は、☎�８９７６へ 本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会

☎�２７５５

21 平成23年８月１日号

※本庄市社会福祉協議会児玉支所（☎�１２３７）及び本庄市シルバー人材センター児玉支所（☎�１２５６）は、児玉総
合支所敷地内の東側建物に移転しました。

障害者生活支援センター『さわやか』
☎� 5620　　FAX � 5640

●同じ障害がある人による相談
　①肢体不自由の人　随時受付
　②視覚障害のある人　事前受付
●理学療法士による相談（身体障害のある人）
　　８月20日㈯　午後１時～３時
　※勤労青少年ホームで実施。
●絵手紙教室（身体障害のある人・その家族）
　　８月27日㈯　午前９時30分～11時30分
　※勤労青少年ホームで実施。
●パソコン教室（身体障害のある人）
　　毎週木曜日　午後１時30分～３時30分
●ボッチャ練習会（身体障害のある人・その家族）
　　8月24日㈬　午後１時30分～３時30分
　※エコーピアで実施。
●もの作りクラブ（身体障害のある人・その家族）
　　８月26日㈮　午後１時30分～３時30分
　※勤労青少年ホームで実施。



内　容 対象となる人 日　時 その他
すくすく相談
(育児 ･栄養相談、計測 ) 相談・計測希望の人 ８月26日㈮

午前９時30分～11時
定員あり。事前に電話予約してく
ださい。

母乳相談 母乳のことで相談がある人 ８月26日㈮
午前９時30分～11時

定員あり。事前に電話予約してく
ださい。

おや親タマゴ

マタニティ
エクササイズ  これからママになる人 ８月10日㈬

午前10時～正午
先着 20 人。事前に電話予約してく
ださい。

母乳・沐
もく

浴 これからママ・パパになる人 ８月20日㈯
午前９時30分～正午

先着 20 組。事前に電話予約してく
ださい。

栄養 これからママになる人 ９月29日㈭
午前９時30分～正午

先着 12 人。事前に電話予約してく
ださい。

内　容 対象となる人（お住まいの地域） 日　程 会　場

★３～４か月児健康診査
平成23年４月生まれ（本庄地域） ８月24日㈬ 本庄市保健センター

平成23年４月〜５月生まれ（児玉地域） ９月15日㈭ 児 玉 保 健 セ ン タ ー

☆９～10か月児健康相談 平成22年10月生まれ（市内全域） ８月24日㈬ 本庄市保健センター

★１歳６か月児健康診査
平成22年１月生まれ（本庄地域） ８月22日㈪ 本庄市保健センター

平成22年１月〜２月生まれ（児玉地域） ９月14日㈬ 児 玉 保 健 セ ン タ ー

☆２歳児健康相談 平成21年７月生まれ（市内全域） ８月23日㈫ 本庄市保健センター

★３歳児健康診査
平成20年７月生まれ（本庄地域） ８月23日㈫ 本庄市保健センター

平成20年７月〜８月生まれ（児玉地域） ９月13日㈫ 児 玉 保 健 セ ン タ ー

●育児相談・学級
【会場】本庄市保健センター

※電話による育児相談は随時受け付けています。各相談・教室の予約は、本庄市保健センター（☎�２００３）へ。

●乳幼児健康診査・健康相談
【受付時間】☆印…午前９時30分～10時20分、★印…午後１時～１時50分

※対象者には通知します。

22

８月７日㈰ 千 田 医 院 美 里 町 根 木 ☎�００４１

８月14日㈰ 関 根 内 科 外 科 医 院 神 川 町 新 里 ☎�７６６７

８月21日㈰ 昭 和 産 婦 人 科 駅 南 １ 丁 目 ☎�２０２５

８月28日㈰ 高 山 整 形 外 科 見 福 ２ 丁 目 ☎�３２４５

９月４日㈰ 田 所 医 院 け や 木 １ 丁 目 ☎�３４４５

●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所（日曜・祝日開設）
　(本庄市保健センター内☎�３３２２)
　　診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～ 10 時

　　診療科目　内科系疾患
　　※健康保険証を持参してください。

●在宅当番医療機関
　　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もありますので、確認
　してからお出かけください。

ご利用ください！小児救急電話相談｢#8000｣
　休日や夜間のお子さんの急病時に
ご利用ください。県内であれば、
プッシュ回線の電話や携帯電話から
「#8000」を押すとつながります。
（相談料無料・通話料利用者負担）
受付時間
・月曜日～土曜日 午後７時～11時
・日曜日､祝日､年末年始 午前９時～
　午後11時

★ 119 番は、緊急時（火災やけが人
など）の受付専用電話番号です。夜間
など、時間外に診療可能な病院につい
ては、児玉郡市広域消防本部指令課
（☎� 1119）でご案内していますの
で、ご利用ください。ただし、診療科
目によっては、県外や児玉郡市以外の
病院をご案内する場合もあります。

休 日 急 患 の 診 療

★本庄市保健センター☎�２００３
※お問い合わせは、午前８時 30分からです。みんなのけんこうガイド
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ブ
ラ
ン
ク
の
あ
る
ナ
ー
ス
の
復
職

を
埼
玉
県
が
応
援

　

埼
玉
県
で
は
、
も
う
一
度
働
い

て
み
た
い
看
護
師
の
職
場
復
帰
を

応
援
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

に
合
っ
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基

づ
く
６
か
月
の
勤
務
研
修
に
よ
り
、

給
与
を
受
け
な
が
ら
復
職
に
必
要

な
看
護
技
術
を
学
び
直
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。埼
玉
県
看
護
協
会
ナ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
が
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
復
職

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
勤
務
研
修
を
実
施
し
て

く
だ
さ
る
医
療
・
介
護
施
設
も
併

せ
て
募
集
し
て
い
ま
す
。
復
職
者

１
人
当
た
り
最
高
１
５
０
万
円
ま

で
県
が
助
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
勤
務
研
修
は
、
年
度
内

の
完
了
が
条
件
と
な
り
ま
す
の
で
、

10
月
１
日
㈯
ま
で
に
研
修
を
開
始

し
て
く
だ
さ
い
。
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玉
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０
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４
｜

　
７
２
６
６

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
埼
玉
県
医
療
整
備
課
☎
０
４

　

８
｜
８
３
０
｜
３
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４
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肥
満
・
肥
満
症
と
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
ど
う
違
う
？

　

平
成
20
年
度
か
ら
特
定
健
康
診

査
・
特
定
保
健
指
導
が
導
入
さ
れ
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と

い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
肥
満
・
肥
満
症

は
ど
う
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
人
の
肥
満
の
頻
度
は
、
男

性
や
高
齢
の
女
性
に
お
い
て
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
判
定
基
準
は
、
体
重
（
㎏
）
を

身
長
（
ｍ
）
の
２
乗
で
割
っ
て
求

め
る
ボ
デ
ィ
マ
ス
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）
が
25
以
上
を
肥
満
と

呼
び
ま
す
。
欧
米
で
は
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ

30
以
上
が
肥
満
で
す
が
、
日
本
人

は
肥
満
度
が
低
く
て
も
肥
満
に
起

因
す
る
健
康
障
害
の
有
病
率
が
高

い
た
め
で
す
。

　

肥
満
症
は
肥
満
に
加
え
、
肥
満

に
起
因
な
い
し
関
連
す
る
健
康
障

害
が
１
つ
以
上
あ
っ
て
、
減
量
治

療
が
必
要
な
場
合
を
い
い
ま
す
。

肥
満
に
起
因
な
い
し
関
連
す
る
健

康
障
害
は
11
あ
り
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
も
含
ま
れ
る

脂
質
異
常
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
の

ほ
か
に
、
高
尿
酸
血
症
・
痛
風
、

脂
肪
肝
、
蛋
白
尿
（
肥
満
腎
症
）、

冠
動
脈
疾
患
、
脳
血
栓
症
・
一
過

性
脳
虚
血
発
作
や
睡
眠
時
無
呼
吸

症
候
群
・
Ｐ
ｉ
ｃ
ｋ
ｗ
ｉ
ｃ
ｋ
症

候
群
、
変
形
性
関
節
症
・
腰
痛
症
、

月
経
異
常
が
あ
り
ま
す
。
脂
肪
細

胞
の
質
的
異
常
と
量
的
異
常
の
肥

満
症
に
大
別
で
き
、
内
臓
脂
肪
か

ら
分
泌
さ
れ
る
ア
デ
ィ
ポ
サ
イ
ト

カ
イ
ン
と
い
わ
れ
る
物
質
の
異
常

で
お
き
て
く
る
肥
満
症
は
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
大
部

分
重
な
り
合
う
質
的
異
常
の
タ
イ

プ
で
す
。
も
う
一
方
、
皮
下
脂
肪

が
増
え
て
く
る
よ
う
な
量
的
異
常

の
タ
イ
プ
は
体
重
増
加
に
よ
る
物

理
的
な
障
害
に
関
与
し
ま
す
。

　

一
方
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
は
、
内
臓
脂
肪
の
過
剰
蓄

積
に
着
目
し
て
お
り
、
ウ
エ
ス
ト

周
囲
径
が
男
性
85
㎝
以
上
、
女
性

90
㎝
以
上
に
、
脂
質
異
常
、
高
血

圧
、
糖
尿
病
の
３
つ
の
う
ち
２
つ

以
上
あ
る
状
態
で
す
。
そ
の
た
め
、

肥
満
は
必
須
項
目
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上
の
男
性
は
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
腹
囲
が
85
㎝
以

上
あ
り
ま
す
。

　

肥
満
か
ら
肥
満
症
へ
、
肥
満
症

か
ら
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
へ
と
、
よ
り
危
険
な
状
態
に
進

ん
で
い
き
ま
す
。
身
長
や
体
重
だ

け
で
は
、
肥
満
し
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
自
分
の
体
の
状
態
を
正
し
く

知
る
た
め
に
は
、
定
期
的
に
健
診

を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　歯を失う原因の約９割を占める虫歯と歯

周病。今症状が出ていなくても、早期に発
見し治療や予防をするために、歯周疾患検
診を受けましょう。受診を希望する人は、
事前に指定歯科医院に予約し、健康保険証
を持参して受診してください。
実施期間　平成24年３月31日㈯まで
対象　今年度中に40歳・45歳・50歳・55　
　　歳・60歳・65歳・70歳になる市内在住者
費用　無料
用意　健康保険証
※指定医療機関については、
本庄市保健センターへお問
い合わせください。

　まだ接種していないお子さんは、夏休みを利用して予防
接種を受けましょう。
①二種混合（ジフテリア・破傷風）予防接種
　予診票は小学校６年生に学校を通じて配布しています。
※13歳未満の人が対象です。
接種期間
　平成24年３月31日㈯まで
②麻しん（はしか）・風しん（ＭＲ）予防接種
　麻しんは、１回のみの予防接種では、免疫力が低下する
ため、２回接種になりました。
《今年度の接種対象者》
・１期　生後12～24月未満
・２期　平成17年４月２日～平成18年４月１日生まれ
・３期　平成10年４月２日～平成11年４月１日生まれ
・４期　平成５年４月２日～平成６年４月１日生まれ
《２・３・４期の接種期間》
　平成24年３月31日㈯まで
※不明な点は本庄市保健センターへお問い合わせください。

医療メモ　　　本庄市児玉郡医師会広報部
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　総検校塙保己一先生遺徳顕彰会では、先生の命日である９月12日に、先生の
遺徳をしのんで菊の花を供える遺徳顕彰祭を開催します。みなさんの参列をお
待ちしています。
日時　９月12日㈪　午後２時～４時
会場　セルディ
《記念講演について》
講師　川野　楠己　氏（元ＮＨＫチーフディレクター）
内容　「塙保己一と視覚障害者」〜琵

び わ

琶法師から瞽
ご ぜ

女、記憶の職業〜
★総検校塙保己一先生遺徳顕彰会事務局（セルディ内）☎�８８５１

　本庄早稲田駅周辺の民間駐車場開設に伴い、暫定無料
駐車場のすべて（２か所）を８月10日㈬より閉鎖します。
閉鎖場所は下図のとおりです。
　なお、民間駐車場の開設情報は本庄早稲田駅自由通路
の掲示をご覧ください。
★拠点整備推進局☎�１１６２

　埼玉県では、塙保己一先生の精神を受け継ぎ、障害がありながらも
不屈の努力を続け顕著な活躍をしている人や、障害者のためにさまざ
まな貢献をしている人や団体に「塙保己一賞」を贈ります。
対象者
①大賞　国内在住の障害のある人
②奨励賞　県内在住・在勤・在学又は在住したことのある40歳未満の
　障害のある人
③貢献賞　国内在住の個人又は団体
※①～③の賞は視覚障害者だけに限定されたものではありません。他
の障害のある人もぜひ、ご応募ください。

応募方法　個人や関係団体等からの推薦(自薦も可)により、｢推薦書｣及び「候補者調書」に必要事項を記
　入の上、郵送・ファックス・電子メールにより応募
※詳しくは募集要項をご覧ください。必要書類は障害福祉課（市役所１階）・市民福祉課（総合支所１階）・
中央公民館・セルディにあります。また、埼玉県のホームページ (http://www.pref.saitama.lg.jp/site/
hanawa/) からもダウンロードできます。
応募先　〒330-9301　さいたま市浦和区高砂３-15-１　
　　　　埼玉県福祉部障害者福祉推進課塙保己一賞担当
募集期間　８月31日㈬まで(当日消印有効)
選考方法　塙保己一賞選考委員会による選考を経て、埼玉県知事が決定
※12月に本庄市で表彰式を行う予定です。受賞者には賞状と記念品を贈呈します。
★埼玉県障害者福祉推進課塙保己一賞担当☎０４８-８３０-３３０９・蕭０４８-８３０-４７８９

塙保己一先生の遺徳顕彰祭を開催します

「第５回塙保己一賞」の候補者を募集します

本庄早稲田駅
暫定無料駐車場を
すべて閉鎖します
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休日急患診療のご案内は22ページをご覧ください。


